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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法であって、
　第１の装置が、第２の装置が検索される検索範囲を決定するステップと、
　前記第１の装置が、前記検索範囲内で第１のミリ波信号を送信して前記第２の装置を検
索するステップと、
　前記第１の装置が、前記第２の装置によって送信される第２のミリ波信号を受信するス
テップであって、前記第２の装置は前記第１のミリ波信号の受信後に前記第２のミリ波信
号を送信する、ステップと、
　前記第１の装置が、前記第２のミリ波信号の受信後に、前記第２のミリ波信号が受信さ
れた方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実
施することを決定するステップと、
　を有し、
　前記第１のミリ波信号と前記第２のミリ波信号の両方は、高周波ミリ波信号であり、
　第１の装置が第２の装置が検索される検索範囲を決定する前記ステップは、
　前記第１の装置と前記第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、前記第１の装置
が、広ビームミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索するステップであって、前記広
ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第１の装置が、前記第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信するステッ
プであって、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された前記広ビームミリ
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波信号が属する前記第１の装置のアンテナセクターを含む、ステップと、
　前記第１の装置が、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を前記検索範囲と
して決定するステップと、
　を有する、方法。
【請求項２】
　第１の装置が第２の装置が検索される検索範囲を決定する前記ステップは、
　前記第１の装置が、低帯域通信リンクを介して前記第２の装置の高度情報を受信するス
テップと、
　前記第１の装置が、前記第１の装置の高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に
従って、前記検索範囲を決定するステップと、
　を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法であって、
　第２の装置が、決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信
号を受信するステップと、
　前記第２の装置が、前記第１のミリ波信号の受信後に第２のミリ波信号を送信するステ
ップであって、そうして、前記第１の装置が前記第２のミリ波信号の受信後に、前記第２
のミリ波信号が受信された方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビ
ームアライメントを実施することを決定できるようにし、前記第１のミリ波信号と前記第
２のミリ波信号の両方は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　を有し、
　第２の装置が決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信号
を受信する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記第２の装置と前記第１の装置との距離が距離閾値以下である場合、前記第２の装置
が、前記第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するステップであって
、前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第２の装置が、前記広ビームミリ波信号の受信後、前記第１の装置に信号帰属情報
を送信するステップであって、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された
前記広ビームミリ波信号が属する前記第１の装置のアンテナセクターを含み、そうして、
前記第１の装置が、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を前記検索範囲とし
て決定できるようにする、ステップと、
　を更に有する、方法。
【請求項４】
　第２の装置が決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信号
を受信する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記第２の装置が、低帯域通信リンクを介して前記第１の装置に前記第２の装置の高度
情報を送信するステップであって、そうして、前記第１の装置が、前記第１の装置の高度
情報および前記第２の装置の前記高度情報に従って前記検索範囲を決定できるようにする
、ステップ、
　を更に有する請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　第２の装置が検索される検索範囲を決定するように構成される範囲決定ユニットと、
　前記検索範囲内で第１のミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索するように構成さ
れる信号送信ユニットと、
　前記第２の装置によって送信される第２のミリ波信号を受信するように構成される信号
受信ユニットであって、前記第２の装置は前記第１のミリ波信号の受信後に前記第２のミ
リ波信号を送信する、信号受信ユニットと、
　前記第２のミリ波信号が受信された後に、前記第２のミリ波信号が受信された方向にお
いて前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを
決定するように構成されるアライメントユニットと、
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　を備える通信装置であって、
　前記第１のミリ波信号と前記第２のミリ波信号の両方は、高周波ミリ波信号であり、
　前記範囲決定ユニットは、特に、前記通信装置と前記第２の装置との距離が距離閾値以
下である場合、広ビームミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索するように構成され
、前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、また、前記第２の装置によって送
信される信号帰属情報を受信するように構成され、前記信号帰属情報は、前記第２の装置
によって受信された前記広ビームミリ波信号が属する前記通信装置のアンテナセクターを
含み、また、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を前記検索範囲として決定
するように構成される、
　通信装置。
【請求項６】
　前記範囲決定ユニットは、
　低帯域通信リンクを介して前記第２の装置の高度情報を受信するように構成される受信
サブユニットと、
　前記通信装置の高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に従って、前記検索範囲
を決定するように構成される決定サブユニットと、
　を有する、請求項５に記載の通信装置。
【請求項７】
　決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信号を受信するよ
うに構成される信号受信ユニットと、
　前記信号受信ユニットが前記第１のミリ波信号を受信した後に、第２のミリ波信号を送
信するように構成される信号送信ユニットであって、そうして、前記第１の装置が前記第
２のミリ波信号の受信後に、前記第２のミリ波信号が受信された方向において前記通信装
置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるように
し、前記第１のミリ波信号と前記第２のミリ波信号の両方は高周波ミリ波信号である、信
号送信ユニットと、
　を備え、
　前記信号受信ユニットは更に、前記決定された検索範囲内で前記第１の装置によって送
信された前記第１のミリ波信号が受信される前に、前記通信装置と前記第１の装置との距
離が距離閾値以下である場合、前記第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を
受信するように構成され、前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、
　前記信号送信ユニットは更に、前記信号受信ユニットが前記広ビームミリ波信号を受信
した後に、前記第１の装置に信号帰属情報を送信するように構成され、前記信号帰属情報
は、前記通信装置によって受信された前記広ビームミリ波信号が属する前記第１の装置の
アンテナセクターを含み、そうして、前記第１の装置が前記アンテナセクターによって示
される角度範囲を前記検索範囲として決定できるようにする、
　通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２０１３年１月２２日付けで中国特許庁に出願された中国特許出願第ＣＮ２０
１３１００２３４３８．７号（発明の名称「ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメン
ト方法および通信装置」）に基づく優先権を主張し、参照によりその全体を本願に援用す
る。
【０００２】
　本発明は、通信技術の分野に関し、特に、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメン
ト方法および通信装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　現在広く適用されている近距離無線通信規格では、装置によって利用される周波数帯域
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が主に２．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚの周波数帯域であることが記載されているが、６０Ｇ
Ｈｚミリ波通信技術が徐々に盛んになっている。既存の周波数帯域と比較すると、６０Ｇ
Ｈｚミリ波通信技術により、数ギガビット／秒（Ｇｂｐｓ）のレベルで電子デバイス間の
超高速デジタル無線伝送を実施することができる。将来、無線通信装置は、３つの周波数
帯域すなわち２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚおよび６０ＧＨｚで動作することができる。２．４
ＧＨｚおよび５ＧＨｚの周波数帯域は比較的低速のデータ伝送の実現に用いられ、６０Ｇ
Ｈｚの周波数帯域は高速データ伝送の実現に用いられる。
【０００４】
　６０ＧＨｚミリ波は、大気伝送の電波スペクトルの減衰ピークの１つに位置し、空間伝
送において大きく減衰する。ミリ波コンポーネントの技術やコスト等の要因による制限を
受け、小さなミリ波の送信電力は制限される。したがって、単一の放射素子をもつアンテ
ナの６０ＧＨｚミリ波の通信距離は、比較的短い。ミリ波の通信距離を長くし高速データ
伝送を実現するために、ミリ波信号の送受信にフェーズドアレイ指向性ビームアンテナを
採用することができる。６０ＧＨｚシステムにおいて、アンテナサイズを縮小することに
より、複数のアンテナを単一の装置に都合よく構成することができ、フェーズドアレイア
ンテナの構成により、ビームフォーミングが促進される。
【０００５】
　送信アンテナと受信アンテナはビームスキャンおよび検索を行う。送信装置と受信装置
は、送信装置のフェーズドアレイビームと受信装置のフェーズドアレイビームとが相互に
アラインされたときのみ、互いに通信することができる。
【０００６】
　従来技術では、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法は以下の工程を含む
。送信装置が信号を送信して、ビームスキャンおよび検索を実行する。送信装置から送信
された信号を受信装置が受信した後、元の受信装置が送信装置になり、元の送信装置が受
信装置になる。ビームスキャンおよび検索が再度実行される。元の受信装置によって送信
された信号を元の送信装置が受信した後にのみ、２つの装置は相手がどの方向に存在する
のかを知ることができ、ビーム検索プロセス全体が完了し、２つの装置間でフェーズドア
レイ・ビームアライメントが実施される。ビーム検索が実行されるとき、しらみつぶしの
方法が採用される。検索中、検索対象および停止アルゴリズムが指定されないので、送信
装置はしらみつぶし検索を実行して、受信装置が存在する通信ビーム指向角度を見つける
前に、可能性のあるビーム指向方向を全てトラバースしなければならない。したがって、
従来技術では、フェーズドアレイ・ビームアライメント方法は時間がかかり、非効率的で
ある。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の実施形態は、フェーズドアレイ・ビームアライメントの効率を改善することの
できるミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法および通信装置を提供する。
【０００８】
　前述の技術的問題を解決するために、本発明の実施形態は、以下の技術的構成を開示す
る。
【０００９】
　第１の態様によれば、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法が提供される
。該方法は、
　第１の装置が、低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して、検索角度を決定する
ステップと、
　前記第１の装置が、前記検索角度によって示される方向に第１のミリ波信号を送信して
、前記第２の装置を検索するステップであって、前記第１のミリ波信号は高周波ミリ波信
号である、ステップと、
　前記第１の装置が、前記第２の装置によって送信されるフィードバック情報を受信する
ステップであって、前記第２の装置は前記検索角度によって示される前記方向から前記第
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１のミリ波信号を受信した後に前記フィードバック情報を送信する、ステップと、
　前記第１の装置が、前記フィードバック情報の受信後に、前記検索角度によって示され
る前記方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを
実施することを決定するステップと、
　を有する。
【００１０】
　前述の第１の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記第１の装置が前記第２の
装置によって送信されるフィードバック情報を受信する前記ステップは、
　前記第１の装置が、前記検索角度によって示される前記方向から、前記第２の装置によ
り前記検索角度によって示される前記方向に送信される第２のミリ波信号を受信するステ
ップであって、前記第２の装置は、前記検索角度によって示される前記方向から前記第１
のミリ波信号を受信した後に前記第２のミリ波信号を送信し、前記第２のミリ波信号は高
周波ミリ波信号である、ステップ、
　を有し、
　前記第１の装置が前記フィードバック情報の受信後に、前記検索角度によって示される
前記方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実
施することを決定する前記ステップは、特に、
　前記第１の装置が、前記第２のミリ波信号の受信後に、前記検索角度によって示される
前記方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実
施することを決定するステップである。
【００１１】
　前述の第１の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
式では、前記第１の装置が前記第２の装置によって送信されるフィードバック情報を受信
する前記ステップは、
　前記第１の装置が、前記低帯域通信リンクを介して、前記第２の装置によって送信され
る前記フィードバック情報を受信するステップであって、前記フィードバック情報は、前
記第２の装置が前記検索角度によって示される前記方向から前記第１のミリ波信号を受信
したことを示すのに用いられる、ステップ、
　を有する。
【００１２】
　前述の第１の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式に関して、第３の可能な実施方式では、複数の検索角度が決定される場合、前記フ
ィードバック情報は、前記第２の装置によって受信された前記第１のミリ波信号のビーム
方向情報を含み、
　前記第１の装置が前記フィードバック情報の受信後に前記検索角度によって示される前
記方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施
することを決定する前記ステップは、特に、
　前記第１の装置が、前記フィードバック情報の受信後に、前記フィードバック情報に含
まれる前記第１のミリ波信号のビーム方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズド
アレイ・ビームアライメントを実施することを決定するステップである。
【００１３】
　前述の第１の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式および／または第３の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、第１
の装置が低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して検索角度を決定する前記ステッ
プの前に、前記方法は、
　前記第１の装置と前記第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、前記第１の装置
が、広ビームミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索するステップであって、前記広
ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第１の装置が、前記第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信するステッ
プであって、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された前記広ビームミリ
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波信号が属する前記第１の装置のアンテナセクターを含む、ステップと、
　前記第１の装置が、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として
決定するステップと、
　を更に有し、
　第１の装置が低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して検索角度を決定する前記
ステップは、特に、
　前記第１の装置が、前記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置と通信して、前記検
索範囲内で前記検索角度を決定するステップである。
【００１４】
　前述の第１の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式および／または第３の可能な実施方式および／または第４の可能な実施方式に関し
て、第５の可能な実施方式では、第１の装置が低帯域通信リンクを介して第２の装置と通
信して検索角度を決定する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記第１の装置が、前記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置の高度情報を受信す
るステップと、
　前記第１の装置が、前記第１の装置の高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に
従って、検索範囲を決定するステップと、
　を更に有し、
　第１の装置が低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して検索角度を決定する前記
ステップは、特に、
　前記第１の装置が、前記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置と通信して、前記検
索範囲内で前記検索角度を決定するステップである。
【００１５】
　第２の態様によれば、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法が提供される
。該方法は、
　第１の装置が、ミリ波信号を送信して第２の装置を検索するステップと、
　前記第１の装置が、低帯域通信リンクを介して前記第２の装置によって送信されるフィ
ードバック情報を受信するステップであって、前記フィードバック情報は、前記第２の装
置が前記第１の装置によって送信された前記ミリ波信号を受信したことを示すのに用いら
れ、前記ミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第１の装置が、前記フィードバック情報の受信後に、前記ミリ波信号の送信方向に
おいて前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施すること
を決定するステップと、
　を有する。
【００１６】
　前述の第２の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記第１の装置がミリ波信号
を複数の送信方向に送信して前記第２の装置を検索する場合、前記フィードバック情報は
、前記第２の装置によって受信された前記ミリ波信号のビーム方向情報を含み、
　前記第１の装置が前記フィードバック情報の受信後に前記ミリ波信号の送信方向におい
て前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決
定する前記ステップは、特に、
　前記第１の装置が、前記フィードバック情報の受信後に、前記フィードバック情報に含
まれる前記ミリ波信号のビーム方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ
・ビームアライメントを実施することを決定する。
【００１７】
　前述の第２の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
式では、第１の装置がミリ波信号を送信して第２の装置を検索する前記ステップの前に、
前記方法は、
　前記第１の装置と前記第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、前記第１の装置
が、広ビームミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索するステップと、
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　前記第１の装置が、前記第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信するステッ
プであって、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された前記広ビームミリ
波信号が属する前記第１の装置のアンテナセクターを含み、前記広ビームミリ波信号は高
周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第１の装置が、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として
決定するステップと、
　を更に有し、
　第１の装置がミリ波信号を送信して第２の装置を検索する前記ステップは、特に、
　前記第１の装置が、前記検索範囲内で前記ミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索
するステップである。
【００１８】
　前述の第２の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式に関して、第３の可能な実施方式では、第１の装置がミリ波信号を送信して第２の
装置を検索する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記第１の装置が、前記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置の高度情報を受信す
るステップと、
　前記第１の装置が、前記第１の装置の高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に
従って、検索範囲を決定するステップと、
　を更に有し、
　第１の装置がミリ波信号を送信して第２の装置を検索する前記ステップは、特に、
　前記第１の装置が、前記検索範囲内で前記ミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索
するステップである。
【００１９】
　第３の態様によれば、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法が提供される
。該方法は、
　第１の装置が、第２の装置が検索される検索範囲を決定するステップと、
　前記第１の装置が、前記検索範囲内で第１のミリ波信号を送信して前記第２の装置を検
索するステップと、
　前記第１の装置が、前記第２の装置によって送信される第２のミリ波信号を受信するス
テップであって、前記第２の装置は前記第１のミリ波信号の受信後に前記第２のミリ波信
号を送信する、ステップと、
　前記第１の装置が、前記第２のミリ波信号の受信後に、前記第２のミリ波信号が受信さ
れた方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実
施することを決定するステップと、
　を有し、
　前記第１のミリ波信号と前記第２のミリ波信号の両方は、高周波ミリ波信号である。
【００２０】
　前述の第３の態様に関して、第１の可能な実施方式では、第１の装置が第２の装置が検
索される検索範囲を決定する前記ステップは、
　前記第１の装置と前記第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、前記第１の装置
が、広ビームミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索するステップであって、前記広
ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第１の装置が、前記第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信するステッ
プであって、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された前記広ビームミリ
波信号が属する前記第１の装置のアンテナセクターを含む、ステップと、
　前記第１の装置が、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を前記検索範囲と
して決定するステップと、
　を有する。
【００２１】
　前述の第３の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
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式では、第１の装置が第２の装置が検索される検索範囲を決定する前記ステップは、
　前記第１の装置が、低帯域通信リンクを介して前記第２の装置の高度情報を受信するス
テップと、
　前記第１の装置が、前記第１の装置の高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に
従って、前記検索範囲を決定するステップと、
　を有する。
【００２２】
　第４の態様によれば、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法が提供される
。該方法は、
　第２の装置が、低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検索角度を決定する
ステップと、
　前記第２の装置が、前記検索角度によって示される方向から、前記第１の装置によって
送信される第１のミリ波信号を受信するステップであって、前記第１のミリ波信号は高周
波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第２の装置が、前記第１のミリ波信号の受信後に、前記第１の装置にフィードバッ
ク情報を送信するステップであって、そうして、前記第１の装置が前記フィードバック情
報の受信後に、前記検索角度によって示される前記方向において前記第２の装置とのミリ
波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるようにする、ステ
ップと、
　を有する。
【００２３】
　前述の第４の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記第２の装置が前記第１の
ミリ波信号の受信後に前記第１の装置にフィードバック情報を送信する前記ステップは、
　前記第２の装置が、前記第１のミリ波信号の受信後に、前記検索角度によって示される
前記方向に第２のミリ波信号を送信するステップであって、そうして、前記第１の装置が
前記検索角度によって示される前記方向から前記第２のミリ波信号を受信した後に、前記
検索角度によって示される前記方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ
・ビームアライメントを実施することを決定できるようにし、前記第２のミリ波信号は高
周波ミリ波信号である、ステップ、
　を有する。
【００２４】
　前述の第４の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
式では、前記第２の装置が前記第１のミリ波信号の受信後に前記第１の装置にフィードバ
ック情報を送信する前記ステップは、
　前記第２の装置が、前記第１のミリ波信号の受信後に、前記低帯域通信リンクを介して
前記第１の装置に前記フィードバック情報を送信するステップであって、前記フィードバ
ック情報は、前記第２の装置が前記検索角度によって示される前記方向から前記第１のミ
リ波信号を受信したことを示すのに用いられる、ステップ、
　を有する。
【００２５】
　前述の第４の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式に関して、第３の可能な実施方式では、複数の検索角度が決定される場合、前記フ
ィードバック情報は、前記第２の装置によって受信された前記第１のミリ波信号のビーム
方向情報を含み、そうして、前記第１の装置が前記フィードバック情報の受信後に、前記
フィードバック情報に含まれる前記第１のミリ波信号のビーム方向において前記第２の装
置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるように
する。
【００２６】
　前述の第４の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式および／または第３の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、第２
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の装置が低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して検索角度を決定する前記ステッ
プの前に、前記方法は、
　前記第２の装置と前記第１の装置との距離が距離閾値以下である場合、前記第２の装置
が、前記第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するステップであって
、前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第２の装置が、前記広ビームミリ波信号の受信後、前記第１の装置に信号帰属情報
を送信するステップであって、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された
前記広ビームミリ波信号が属する前記第１の装置のアンテナセクターを含み、そうして、
前記第１の装置が前記アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定
できるようにする、ステップと、
　を更に有し、
　第２の装置が低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して検索角度を決定する前記
ステップは、特に、
　前記第２の装置が、前記低帯域通信リンクを介して前記第１の装置と通信して、前記検
索範囲内で前記検索角度を決定するステップである。
【００２７】
　前述の第４の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式および／または第３の可能な実施方式および／または第４の可能な実施方式に関し
て、第５の可能な実施方式では、第２の装置が低帯域通信リンクを介して第１の装置と通
信して検索角度を決定する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記第２の装置が、前記低帯域通信リンクを介して前記第１の装置に前記第２の装置の
高度情報を送信するステップであって、そうして、前記第１の装置が、前記第１の装置の
高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に従って検索範囲を決定できるようにする
、ステップ、
　を更に有し、
　第２の装置が低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して検索角度を決定する前記
ステップは、特に、
　前記第２の装置が、前記低帯域通信リンクを介して前記第１の装置と通信して、前記検
索範囲内で前記検索角度を決定するステップである。
【００２８】
　第５の態様によれば、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法が提供される
。該方法は、
　第２の装置が、第１の装置によって送信されるミリ波信号を受信するステップであって
、前記ミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第２の装置が、前記ミリ波信号の受信後に、低帯域通信リンクを介して前記第１の
装置にフィードバック情報を送信するステップであって、前記フィードバック情報は、前
記第２の装置が前記第１の装置によって送信された前記ミリ波信号を受信したことを示す
のに用いられ、そうして、前記第１の装置が前記フィードバック情報の受信後に、前記ミ
リ波信号の送信方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライ
メントを実施することを決定できるようにする、ステップと、
　を有する。
【００２９】
　前述の第５態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記フィードバック情報は、前
記第２の装置によって受信された前記ミリ波信号のビーム方向情報を含み、そうして、前
記第１の装置が前記フィードバック情報の受信後に、前記フィードバック情報に含まれる
前記ミリ波信号のビーム方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビー
ムアライメントを実施することを決定できるようにする。
【００３０】
　前述の第５の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
式では、第２の装置が第１の装置によって送信されるミリ波信号を受信する前記ステップ
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の前に、前記方法は、
　前記第２の装置と前記第１の装置との距離が距離閾値以下である場合、前記第２の装置
が、前記第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するステップであって
、前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第２の装置が、前記広ビームミリ波信号の受信後、前記第１の装置に信号帰属情報
を送信するステップであって、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された
前記広ビームミリ波信号が属する前記第１の装置のアンテナセクターを含み、そうして、
前記第１の装置が前記アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定
できるようにする、ステップと、
　を更に有し、
　第２の装置が第１の装置によって送信されるミリ波信号を受信する前記ステップは、特
に、
　前記第２の装置が、前記検索範囲内で、前記第１の装置によって送信される前記ミリ波
信号を受信するステップである。
【００３１】
　前述の第５の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式に関して、第３の可能な実施方式では、第２の装置が第１の装置によって送信され
るミリ波信号を受信する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記第２の装置が、前記低帯域通信リンクを介して前記第１の装置に前記第２の装置の
高度情報を送信するステップであって、そうして、前記第１の装置が、前記第１の装置の
高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に従って検索範囲を決定できるようにする
、ステップ、
　を更に有し、
　第２の装置が第１の装置によって送信されるミリ波信号を受信する前記ステップは、特
に、
　前記第２の装置が、前記検索範囲内で、前記第１の装置によって送信される前記ミリ波
信号を受信するステップである。
【００３２】
　第６の態様によれば、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法が提供される
。該方法は、
　第２の装置が、決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信
号を受信するステップと、
　前記第２の装置が、前記第１のミリ波信号の受信後に第２のミリ波信号を送信するステ
ップであって、そうして、前記第１の装置が前記第２のミリ波信号の受信後に、前記第２
のミリ波信号が受信された方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビ
ームアライメントを実施することを決定できるようにし、前記第１のミリ波信号と前記第
２のミリ波信号の両方は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　を有する。
【００３３】
　前述の第６の態様に関して、第１の可能な実施方式では、第２の装置が決定された検索
範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信号を受信する前記ステップの前に
、前記方法は、
　前記第２の装置と前記第１の装置との距離が距離閾値以下である場合、前記第２の装置
が、前記第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するステップであって
、前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である、ステップと、
　前記第２の装置が、前記広ビームミリ波信号の受信後、前記第１の装置に信号帰属情報
を送信するステップであって、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された
前記広ビームミリ波信号が属する前記第１の装置のアンテナセクターを含み、そうして、
前記第１の装置が、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を前記検索範囲とし
て決定できるようにする、ステップと、
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　を更に有する。
【００３４】
　前述の第６の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
式では、第２の装置が決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ
波信号を受信する前記ステップの前に、前記方法は、
　前記第２の装置が、低帯域通信リンクを介して前記第１の装置に前記第２の装置の高度
情報を送信するステップであって、そうして、前記第１の装置が、前記第１の装置の高度
情報および前記第２の装置の前記高度情報に従って前記検索範囲を決定できるようにする
、ステップ、
　を更に有する。
【００３５】
　第７の態様によれば、通信装置が提供される。該通信装置は、
　低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して、検索角度を決定するように構成され
る角度決定ユニットと、
　前記検索角度によって示される方向に第１のミリ波信号を送信して、前記第２の装置を
検索するように構成される信号送信ユニットであって、前記第１のミリ波信号は高周波ミ
リ波信号である、信号送信ユニットと、
　前記第２の装置によって送信されるフィードバック情報を受信するように構成される信
号受信ユニットであって、前記第２の装置は前記検索角度によって示される前記方向から
前記第１のミリ波信号を受信した後に前記フィードバック情報を送信する、信号受信ユニ
ットと、
　前記信号受信ユニットが前記フィードバック情報を受信した後に、前記検索角度によっ
て示される前記方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライ
メントを実施することを決定するように構成されるアライメントユニットと、
　を備える。
【００３６】
　前述の第７の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記信号受信ユニットは、特
に、前記検索角度によって示される前記方向から、前記第２の装置により前記検索角度に
よって示される前記方向に送信される第２のミリ波信号を受信するように構成され、前記
第２の装置は、前記検索角度によって示される前記方向から前記第１のミリ波信号を受信
した後に前記第２のミリ波信号を送信し、前記第２のミリ波信号は高周波ミリ波信号であ
り、
　前記アライメントユニットは、特に、前記信号受信ユニットが前記第２のミリ波信号を
受信した後に、前記検索角度によって示される前記方向において前記第２の装置とのミリ
波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定するように構成される。
【００３７】
　前述の第７の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
式では、前記信号受信ユニットは、特に、前記低帯域通信リンクを介して、前記第２の装
置によって送信される前記フィードバック情報を受信するように構成される。前記フィー
ドバック情報は、前記第２の装置が前記検索角度によって示される前記方向から前記第１
のミリ波信号を受信したことを示すのに用いられる。
【００３８】
　前述の第７の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式に関して、第３の可能な実施方式では、前記角度決定ユニットにより複数の検索角
度が決定される場合、前記信号受信ユニットによって受信される前記フィードバック情報
は、前記第２の装置によって受信される前記第１のミリ波信号のビーム方向情報を含み、
　前記アライメントユニットは、特に、前記信号受信ユニットが前記フィードバック情報
を受信した後に、前記フィードバック情報に含まれる前記第１のミリ波信号のビーム方向
において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施するこ
とを決定するように構成される。
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【００３９】
　前述の第７の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式および／または第３の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、前記
通信装置は、第１の範囲決定ユニットを更に備え、
　前記第１の範囲決定ユニットは、前記角度決定ユニットが前記低帯域通信リンクを介し
て前記第２の装置と通信して前記検索角度を決定する前に、前記通信装置と前記第２の装
置との距離が距離閾値以下である場合、広ビームミリ波信号を送信して前記第２の装置を
検索するように構成され、前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、また、前
記第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信するように構成され、前記信号帰属
情報は、前記第２の装置によって受信された前記広ビームミリ波信号が属する前記通信装
置のアンテナセクターを含み、また、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を
検索範囲として決定するように構成され、
　前記角度決定ユニットは、特に、前記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置と通信
して、前記検索範囲内で前記検索角度を決定するように構成される。
【００４０】
　前述の第７の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式および／または第３の可能な実施方式および／または第４の可能な実施方式に関し
て、第５の可能な実施方式では、前記通信装置は、
　前記角度決定ユニットが前記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置と通信して、前
記検索角度を決定する前に、前記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置の高度情報を
受信するように構成される高度情報受信ユニットと、
　前記第１の装置の高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に従って、検索範囲を
決定するように構成される第２の範囲決定ユニットと、
　を更に備え、
　前記角度決定ユニットは、特に、前記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置と通信
して、前記検索範囲内で前記検索角度を決定するように構成される。
【００４１】
　第８の態様によれば、通信装置が提供される。該通信装置は、
　ミリ波信号を送信して第２の装置を検索するように構成される信号送信ユニットと、
　低帯域通信リンクを介して前記第２の装置によって送信されるフィードバック情報を受
信するように構成される信号受信ユニットであって、前記フィードバック情報は、前記第
２の装置が前記通信装置によって送信された前記ミリ波信号を受信したことを示すのに用
いられ、前記ミリ波信号は高周波ミリ波信号である、信号受信ユニットと、
　前記信号受信ユニットが前記フィードバック情報を受信した後に、前記ミリ波信号の送
信方向において前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施
することを決定するように構成されるアライメントユニットと、
　を備える。
【００４２】
　前述の第８の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記信号送信ユニットがミリ
波信号を複数の送信方向に送信して前記第２の装置を検索する場合、前記信号受信ユニッ
トによって受信される前記フィードバック情報は、前記第２の装置によって受信された前
記ミリ波信号のビーム方向情報を含み、
　前記アライメントユニットは、特に、前記信号受信ユニットが前記フィードバック情報
を受信した後に、前記フィードバック情報に含まれる前記ミリ波信号のビーム方向におい
て前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決
定するように構成される。
【００４３】
　前述の第８の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
式では、前記通信装置は第１の範囲決定ユニットを更に備え、
　前記第１の範囲決定ユニットは、前記信号送信ユニットが前記ミリ波信号を送信して前
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記第２の装置を検索する前に、前記通信装置と前記第２の装置との距離が距離閾値以下で
ある場合、広ビームミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索するように構成され、前
記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、また、前記第２の装置によって送信さ
れる信号帰属情報を受信するように構成され、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によ
って受信された前記広ビームミリ波信号が属する前記通信装置のアンテナセクターを含み
、また、前記アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定するよう
に構成され、
　前記信号送信ユニットは、特に、前記検索範囲内で前記ミリ波信号を送信して前記第２
の装置を検索するように構成される。
【００４４】
　前述の第８の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な実
施方式に関して、第３の可能な実施方式では、前記通信装置は、
　前記信号送信ユニットが前記ミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索する前に、前
記低帯域通信リンクを介して前記第２の装置の高度情報を受信するように構成される高度
情報受信ユニットと、
　前記第１の装置の高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に従って、検索範囲を
決定するように構成される第２の範囲決定ユニットと、
　を更に備え、
　前記信号送信ユニットは、特に、前記検索範囲内で前記ミリ波信号を送信して前記第２
の装置を検索するように構成される。
【００４５】
　第９の態様によれば、通信装置が提供される。該通信装置は、
　第２の装置が検索される検索範囲を決定するように構成される範囲決定ユニットと、
　前記検索範囲内で第１のミリ波信号を送信して前記第２の装置を検索するように構成さ
れる信号送信ユニットと、
　前記第２の装置によって送信される第２のミリ波信号を受信するように構成される信号
受信ユニットであって、前記第２の装置は前記第１のミリ波信号の受信後に前記第２のミ
リ波信号を送信する、信号受信ユニットと、
　前記第２のミリ波信号が受信された後に、前記第２のミリ波信号が受信された方向にお
いて前記第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを
決定するように構成されるアライメントユニットと、
　を備え、
　前記第１のミリ波信号と前記第２のミリ波信号の両方は、高周波ミリ波信号である。
【００４６】
　前述の第９の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記範囲決定ユニットは、特
に、前記通信装置と前記第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、広ビームミリ波
信号を送信して前記第２の装置を検索するように構成され、前記広ビームミリ波信号は高
周波ミリ波信号であり、また、前記第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信す
るように構成され、前記信号帰属情報は、前記第２の装置によって受信された前記広ビー
ムミリ波信号が属する前記通信装置のアンテナセクターを含み、また、前記アンテナセク
ターによって示される角度範囲を前記検索範囲として決定するように構成される。
【００４７】
　前述の第９の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方
式では、前記範囲決定ユニットは、
　低帯域通信リンクを介して前記第２の装置の高度情報を受信するように構成される受信
サブユニットと、
　前記通信装置の高度情報および前記第２の装置の前記高度情報に従って、前記検索範囲
を決定するように構成される決定サブユニットと、
　を有する。
【００４８】
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　第１０の態様によれば、通信装置が提供される。該通信装置は、
　低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検索角度を決定するように構成され
る角度決定ユニットと、
　前記検索角度によって示される方向から、前記第１の装置によって送信される第１のミ
リ波信号を受信するように構成される信号受信ユニットであって、前記第１のミリ波信号
は高周波ミリ波信号である、信号受信ユニットと、
　前記信号受信ユニットが前記第１のミリ波信号を受信した後に、前記第１の装置にフィ
ードバック情報を送信するように構成されるフィードバックユニットであって、そうして
、前記第１の装置が前記フィードバック情報の受信後に、前記検索角度によって示される
前記方向において前記通信装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施
することを決定できるようにする、フィードバックユニットと、
　を備える。
【００４９】
　前述の第１０の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記フィードバックユニッ
トは、特に、前記信号受信ユニットが前記第１のミリ波信号を受信した後に、前記検索角
度によって示される前記方向に第２のミリ波信号を送信するように構成され、そうして、
前記第１の装置が前記検索角度によって示される前記方向から前記第２のミリ波信号を受
信した後に、前記検索角度によって示される前記方向において前記通信装置とのミリ波フ
ェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるようにする。前記第２
のミリ波信号は高周波ミリ波信号である。
【００５０】
　前述の第１０の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施
方式では、前記フィードバックユニットは、特に、前記信号受信ユニットが前記第１のミ
リ波信号を受信した後に、前記低帯域通信リンクを介して前記第１の装置に前記フィード
バック情報を送信するように構成される。前記フィードバック情報は、前記通信装置が前
記検索角度によって示される前記方向から前記第１のミリ波信号を受信したことを示すの
に用いられる。
【００５１】
　前述の第１０の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な
実施方式に関して、第３の可能な実施方式では、前記角度決定ユニットにより複数の検索
角度が決定される場合、前記フィードバック情報は、前記信号受信ユニットによって受信
された前記第１のミリ波信号のビーム方向情報を含み、そうして、前記第１の装置が前記
フィードバック情報の受信後に、前記フィードバック情報に含まれる前記第１のミリ波信
号のビーム方向において前記通信装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント
を実施することを決定できるようにする。
【００５２】
　前述の第１０の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な
実施方式および／または第３の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、前
記信号受信ユニットは更に、前記角度決定ユニットが前記低帯域通信リンクを介して前記
第１の装置と通信して前記検索角度を決定する前に、前記通信装置と前記第１の装置との
距離が距離閾値以下である場合、前記第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号
を受信するように構成され、前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、
　前記フィードバックユニットは更に、前記信号受信ユニットが前記広ビームミリ波信号
を受信した後に、前記第１の装置に信号帰属情報を送信するように構成され、前記信号帰
属情報は、前記通信装置によって受信された前記広ビームミリ波信号が属する前記第１の
装置のアンテナセクターを含み、そうして、前記第１の装置が前記アンテナセクターによ
って示される角度範囲を検索範囲として決定できるようにし、
　前記角度決定ユニットは、特に、前記低帯域通信リンクを介して前記第１の装置と通信
して、前記検索範囲内で前記検索角度を決定するように構成される。
【００５３】
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　前述の第１０の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な
実施方式および／または第３の可能な実施方式および／または第４の可能な実施方式に関
して、第５の可能な実施方式では、前記通信装置は高度情報送信ユニットを更に備え、
　前記高度情報送信ユニットは、前記角度決定ユニットが前記低帯域通信リンクを介して
前記第１の装置と通信して前記検索角度を決定する前に、前記低帯域通信リンクを介して
前記第１の装置に前記通信装置の高度情報を送信するように構成され、そうして、前記第
１の装置が、前記第１の装置の高度情報および前記通信装置の前記高度情報に従って検索
範囲を決定できるようにし、
　前記角度決定ユニットは、特に、前記低帯域通信リンクを介して前記第１の装置と通信
して、前記検索範囲内で前記検索角度を決定するように構成される。
【００５４】
　第１１の態様によれば、通信装置が提供される。該通信装置は、
　第１の装置によって送信されるミリ波信号を受信するように構成される信号受信ユニッ
トであって、前記ミリ波信号は高周波ミリ波信号である、信号受信ユニットと、
　前記信号受信ユニットが前記ミリ波信号を受信した後に、低帯域通信リンクを介して前
記第１の装置にフィードバック情報を送信するように構成されるフィードバックユニット
であって、前記フィードバック情報は、前記通信装置が前記第１の装置によって送信され
た前記ミリ波信号を受信したことを示すのに用いられ、そうして、前記第１の装置が前記
フィードバック情報の受信後に、前記ミリ波信号の送信方向において前記通信装置とのミ
リ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるようにする、フ
ィードバックユニットと、
　を備える。
【００５５】
　前述の第１１の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記フィードバック情報は
、前記通信装置によって受信された前記ミリ波信号のビーム方向情報を含み、そうして、
前記第１の装置が前記フィードバック情報の受信後に、前記フィードバック情報に含まれ
る前記ミリ波信号のビーム方向において前記通信装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビー
ムアライメントを実施することを決定できるようにする。
【００５６】
　前述の第１１の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施
方式では、前記信号受信ユニットは更に、前記第１の装置によって送信される前記ミリ波
信号が受信される前に、前記通信装置と前記第１の装置との距離が距離閾値以下である場
合、前記第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するように構成され、
前記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、
　前記フィードバックユニットは更に、前記信号受信ユニットが前記広ビームミリ波信号
を受信した後に、前記第１の装置に信号帰属情報を送信するように構成され、前記信号帰
属情報は、前記通信装置によって受信された前記広ビームミリ波信号が属する前記第１の
装置のアンテナセクターを含み、そうして、前記第１の装置が前記アンテナセクターによ
って示される角度範囲を検索範囲として決定できるようにし、
　前記信号受信ユニットは、特に、前記検索範囲内で、前記第１の装置によって送信され
る前記ミリ波信号を受信するように構成される。
【００５７】
　前述の第１１の態様および／または第１の可能な実施方式および／または第２の可能な
実施方式に関して、第３の可能な実施方式では、前記通信装置は更に高度情報送信ユニッ
トを備え、
　前記高度情報送信ユニットは、前記信号受信ユニットが前記第１の装置によって送信さ
れる前記ミリ波信号を受信する前に、前記低帯域通信リンクを介して前記第１の装置に前
記通信装置の高度情報を送信するように構成され、そうして、前記第１の装置が、前記第
１の装置の高度情報および前記通信装置の前記高度情報に従って検索範囲を決定できるよ
うにし、
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　前記信号受信ユニットは、特に、前記検索範囲内で、前記第１の装置によって送信され
る前記ミリ波信号を受信するように構成される。
【００５８】
　第１２の態様によれば、通信装置が提供される。該通信装置は、
　決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信号を受信するよ
うに構成される信号受信ユニットと、
　前記信号受信ユニットが前記第１のミリ波信号を受信した後に、第２のミリ波信号を送
信するように構成される信号送信ユニットであって、そうして、前記第１の装置が前記第
２のミリ波信号の受信後に、前記第２のミリ波信号が受信された方向において前記通信装
置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるように
し、前記第１のミリ波信号と前記第２のミリ波信号の両方は高周波ミリ波信号である、信
号送信ユニットと、
　を備える。
【００５９】
　前述の第１２の態様に関して、第１の可能な実施方式では、前記信号受信ユニットは更
に、前記決定された検索範囲内で前記第１の装置によって送信された前記第１のミリ波信
号が受信される前に、前記通信装置と前記第１の装置との距離が距離閾値以下である場合
、前記第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するように構成され、前
記広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、
　前記信号送信ユニットは更に、前記信号受信ユニットが前記広ビームミリ波信号を受信
した後に、前記第１の装置に信号帰属情報を送信するように構成され、前記信号帰属情報
は、前記通信装置によって受信された前記広ビームミリ波信号が属する前記第１の装置の
アンテナセクターを含み、そうして、前記第１の装置が前記アンテナセクターによって示
される角度範囲を前記検索範囲として決定できるようにする。
【００６０】
　前述の第１２の態様および／または第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施
方式では、前記通信装置は更に高度情報送信ユニットを備え、
　前記高度情報送信ユニットは、前記信号受信ユニットが前記決定された検索範囲内で前
記第１の装置によって送信された前記第１のミリ波信号を受信する前に、前記低帯域通信
リンクを介して前記第１の装置に前記通信装置の高度情報を送信するように構成され、そ
うして、前記第１の装置が、前記第１の装置の高度情報および前記通信装置の前記高度情
報に従って前記検索範囲を決定できるようにする。
【００６１】
　第１３の態様によれば、前述の第７の態様に係る通信装置と前述の第１０の態様に係る
通信装置とを備える、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントシステムが提供され
る。
【００６２】
　第１４の態様によれば、前述の第８の態様に係る通信装置と前述の第１１の態様に係る
通信装置とを備える、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントシステムが提供され
る。
【００６３】
　第１５の態様によれば、前述の第９の態様に係る通信装置と前述の第１２の態様に係る
通信装置とを備える、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントシステムが提供され
る。
【００６４】
　本発明の実施形態では、装置の２．４ＧＨｚや５ＧＨｚといった低周波帯域を補助通信
リンクとして用いて検索角度が決定され、そうして、第１の装置および第２の装置は、検
索角度に従って送受信協調によるビーム検索プロセスを実行し、ミリ波フェーズドアレイ
・ビームアライメントが実施される。本方法によれば、ビーム検索の盲目性が低減され、
ビームスキャン回数が著しく低減される。それにより、フェーズドアレイ・ビームアライ
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メント効率が改善され、６０ＧＨｚ等のミリ波周波数帯域において通信リンクの確立に要
する時間が短縮され、装置の電力消費が低減され、ユーザーエクスペリエンスが向上する
。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
　本発明の実施形態における技術的構成をより明確に説明するために、以下、実施形態の
説明に必要な添付の図面を簡単に紹介する。明らかに、当該技術分野の当業者であれば、
創造努力なしに、これらの添付の図面から他の図面を導出することができる。
【図１】本発明の実施形態に係るミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法のフ
ローチャートである。
【図２ａ】本発明の実施形態に係る検索角度の決定の概略図である。
【図２ｂ】本発明の実施形態に係る、送受信協調方法に従う検索の概略図である。
【図２ｃ】本発明の実施形態に係る、粗定位による検索範囲の決定の概略図である。
【図２ｄ】本発明の実施形態に係る、粗定位と送受信協調と応答との組合わせの方法を用
いる検索の概略図である。
【図３】本発明の実施形態に係る検索範囲を決定する方法のフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法
のフローチャートである。
【図５ａ】本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方
法のフローチャートである。
【図５ｂ】本発明の実施形態に係る、粗定位による検索の概略図である。
【図６】本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法
のフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法
のフローチャートである。
【図８】本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメント方法
のフローチャートである。
【図９】本発明の実施形態に係る通信装置の概略構造図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図である。
【図１３】本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図である。
【図１４】本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００６６】
　当該技術分野の当業者が本発明の実施形態における技術的構成をより理解できるように
し、本発明の実施形態の目的、特徴および利点をより明確にするために、以下、添付の図
面を参照して、本発明の実施形態における技術的構成を更に詳細に説明する。
【００６７】
　図１を参照する。図１は、本発明の実施形態に係るミリ波フェーズドアレイ・ビームア
ライメント方法のフローチャートである。
【００６８】
　ステップ１０１：第１の装置は、低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して、検
索角度を決定する。
【００６９】
　第１の装置はフェーズドアレイアンテナ装置であってよく、第２の装置は、第１の装置
とアラインされる必要のある別のフェーズドアレイアンテナ装置である。まず、２つの装
置は、２．４ＧＨｚ／５ＧＨｚ周波数帯域の通信リンク等の低帯域通信リンクを介して互
いに通信して、検索およびアライメントが実行される検索角度を決定する。検索角度は、
水平方向または垂直方向に対して時計回りまたは反時計回りに形成される角度であってよ
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い。
【００７０】
　例えば、図２ａに示されるように、第１の装置はノートブック型コンピューター２１で
あり、第２の装置はプロジェクター２２である。２つの装置は、低帯域通信リンクを介し
て互いに通信して、図２ａに示される∠１のような検索角度を決定する。
【００７１】
　ステップ１０２：第１の装置は、ステップ１０１で決定された検索角度によって示され
る方向に第１のミリ波信号を送信して、第２の装置を検索する。
【００７２】
　第１の装置は、図２ａの∠１のような、前のステップで決定された検索角度に従って第
１のミリ波信号を送信する。また、検索角度によって示される方向は、検索角度の１辺が
位置する方向である。検索角度が水平方向に対する場合、検索角度によって示される方向
は、水平方向と共に角を形成する辺が位置する方向であってよい。
【００７３】
　本発明の本実施形態において、ミリ波は狭ビームであってよく、ミリ波の周波数は、限
定ではないが６０ＧＨｚであってよい。本発明の本実施形態において、全てのミリ波信号
（第１のミリ波信号、第２のミリ波信号、広ビームミリ波信号を含む）は高周波ミリ波信
号である。第１のミリ波信号と第２のミリ波信号とは同じ周波数の信号であってよく、広
ビームミリ波信号は、第１のミリ波信号と同じ周波数をもつ信号であってよい。「第１」
および「第２」は、異なる装置によって送信されるミリ波信号を区別するために用いられ
、具体的な参照番号ではない。
【００７４】
　２つの装置を結ぶ線と水平方向との間の角の対称性に従い、第１の装置が∠１に従って
信号を送信する場合、第２の装置も検索角度に従って第１のミリ波信号の受信を開始する
。第２の装置が∠１の方向に位置するか否かに関係なく、第２の装置は、∠１の方向から
信号を受信する必要がある。第２の装置がちょうど第１のミリ波信号の送信方向に位置す
る場合、第２の装置は第１のミリ波信号を受信することができる。この場合、第２の装置
は、第１の装置にフィードバック情報を送信する。第２の装置が第１のミリ波信号の送信
方向に位置しない場合、第２の装置は、決定された検索角度から第１のミリ波信号を受信
することができず、第２の装置は第１の装置にフィードバック情報を送信しない。
【００７５】
　図２ａに示されるように、プロジェクター２２とノートブック型コンピューター２１と
を結ぶ線と水平方向との間の角がちょうど∠１である場合、プロジェクター２２は、∠１
の方向から、ノートブック型コンピューター２１によって送信された第１のミリ波信号を
受信することができる。この場合、プロジェクター２２はノートブック型コンピューター
２１にフィードバック情報を送信する。プロジェクター２２とノートブック型コンピュー
ター２１とを結ぶ線と水平方向との間の角が∠２である場合、プロジェクター２２は、∠
１の方向から、ノートブック型コンピューター２１によって送信された第１のミリ波信号
を受信することができない。この場合、プロジェクター２２はノートブック型コンピュー
ター２１にフィードバック情報を送信しない。
【００７６】
　２つの装置のフェーズドアレイアンテナの面は、検索角度を決定するために平行である
。面が平行でない場合、装置内部の垂直角度センサーを用いて、アンテナ面の間の角度が
補正されてよい。
【００７７】
　第１の装置が第２の装置を検索するプロセスにおいて、第１のミリ波信号の送信後、第
１の装置が第２の装置からフィードバック情報を受信しない場合、検索により第２の装置
が見つからないことが示される。方法は次の通りである。別の検索角度を決定するために
ステップ１０１が再実行されてよく、それから第２の装置からフィードバック情報が受信
されるまでステップ１０２が再実行され、検索によって第２の装置が発見される。別の方
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法は次の通りである。前のステップ１０１において、第１の装置および第２の装置は複数
の検索角度を決定してよく、それからステップ１０２において、第１の装置は、第２の装
置からのフィードバック情報が受信されるまで、特定の角度順序に従って１つずつミリ波
信号を送信し、検索によって第２の装置が発見される。
【００７８】
　ステップ１０３：第１の装置は、第２の装置によって送信されるフィードバック情報を
受信する。第２の装置は、検索角度によって示される方向の第１のミリ波信号を受信した
後に、フィードバック情報を送信する。
【００７９】
　決定された検索角度によって示される方向から、第１の装置によって送信された第１の
ミリ波信号を受信した後、第２の装置は、第１の装置にフィードバック情報を送信する。
【００８０】
　本発明の実施形態において、第１の装置が第２の装置によって送信されるフィードバッ
ク情報を受信するステップは、特に以下のようであってよい。
【００８１】
　第１の装置は、検索角度に従って、検索角度から第２の装置によって送信された第２の
ミリ波信号を受信する。第２の装置は、検索角度から第１のミリ波信号を受信した後に、
第２のミリ波信号を送信する。
【００８２】
　また、この方式では、第２の装置が第１のミリ波信号を受信した後、第１の装置と第２
の装置とが互いに役割を交換する。第２の装置が第１の装置に第２のミリ波信号を送信し
、第１の装置の位置を決定するために検索プロセスが繰り返される。このプロセスは、従
来技術のブラインドサーチプロセスにおける検索方式に類似する。
【００８３】
　具体的な例では、図２ｂに示されるように、計算を容易にするために、ビーム覆域がＭ
×Ｍ個のサブエリアで構成され、サブエリアの総量がＭ２であると仮定する。受信側と送
信側の両方が同時に、１，２，３および４の順序に従って、水平サブエリアをスキャンお
よび検索し、また、水平（または垂直）方向に従って、スキャンエリアをＭ個（例えば、
図中ではＭ＝４）の角度に分割して、前述の方法に従って送受信協調を実行してよい。水
平の角度を例にとる。層１～４の各層にＭ個のスキャンエリアがある。各層において１回
のスキャンおよび検索が実行されると、最大Ｍ２回が必要であり、Ｍ層では最大Ｍ３回の
検索が必要となる。単一方向でのブラインドサーチの回数と比較して、検索回数はＭ分の
１になる。
【００８４】
　好ましくは、本発明の別の実施形態において、第１の装置が第２の装置によって送信さ
れるフィードバック情報を受信するステップは、特に以下のようであってよい。
【００８５】
　第１の装置は、２．４ＧＨｚ／５ＧＨｚ周波数帯域の通信リンク等の低帯域通信リンク
を介して、第２の装置によって送信されたフィードバック情報を受信する。フィードバッ
ク情報は、第２の装置が決定された検索角度から第１のミリ波信号を受信したことを示す
のに用いられる。
【００８６】
　この方式では、第１の装置によって送信される第１のミリ波信号を受信した後に、第２
の装置は、２．４ＧＨｚや５ＧＨｚの低周波帯域を用いて、すぐに第１の装置に応答信号
を送信して、後続の無効なビーム検索プロセスを回避するために、第１の装置に検索プロ
セスを終了するように指示する。複数の検索角度が決定される場合、フィードバック情報
すなわち応答信号は、∠１の番号のような、第１の装置によって送信され第２の装置によ
って受信される第１のミリ波信号のビーム方向番号を含んでよい。このように、第１の装
置は、送信アンテナのどのビーム方向に第２の装置が位置するのかを知る。
【００８７】
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　先の方式において、第２の装置が応答フィードバックを行わずにこの情報を第１の装置
を返さない場合、第２の装置と第１の装置は受信と送信の役割を互いに交換する必要があ
り、また、ビームスキャンおよび検索のプロセスを完了するために、ビーム指向情報が交
換できる前に再度ビームスキャンを実行する必要がある。したがって、この方式によれば
、第２の装置の応答方法において、スキャンおよび検索の回数の最大半分を削減すること
ができる。それにより、フェーズドアレイ・ビームアライメント効率が改善される。
【００８８】
　ステップ１０４：フィードバック情報の受信後、第１の装置は、検索角度によって示さ
れる方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施す
ることを決定する。
【００８９】
　このステップでは、第１の装置が、検索角度によって示される方向から、第２の装置に
よって送信された第２のミリ波信号を受信する場合、第１の装置は、第１の装置が、検索
角度によって示される方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアラ
イメントを実施できる、すなわち、第１の装置が第２のミリ波信号が受信された受信方向
において第２の装置とアライメントされると決定することができる。
【００９０】
　第１の装置が低帯域通信リンクを介して第２の装置によって送信されるフィードバック
情報すなわち応答信号を受信し、応答信号が、第２の装置が検索角度から第１のミリ波信
号を受信したことを示すのに用いられる情報を含む場合、第１の装置は、第１の装置が、
検索角度によって示される方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビーム
アライメントを実施できると知ることができる。第１の装置によって受信されたフィード
バック情報が、第２の装置によって受信された第１のミリ波信号のビーム方向情報を含む
場合、第１の装置は、フィードバック情報の受信後、フィードバック情報に含まれる第１
のミリ波信号のビーム方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアラ
イメントを実施することを決定する。
【００９１】
　本発明の本実施形態では、装置の２．４ＧＨｚや５ＧＨｚといった低周波帯域を補助通
信リンクとして用いて検索角度が決定され、そうして、第１の装置および第２の装置は、
検索角度に従って送受信協調によるビーム検索プロセスを実行し、ミリ波フェーズドアレ
イ・ビームアライメントが実施される。本方法によれば、ビーム検索の盲目性が低減され
、ビームスキャン回数が著しく低減される。それにより、フェーズドアレイ・ビームアラ
イメント効率が改善され、６０ＧＨｚ等のミリ波周波数帯域において通信リンクの確立に
要する時間が短縮され、装置の電力消費が低減され、ユーザーエクスペリエンスが向上す
る。
【００９２】
　本発明の別の実施形態において、第１の装置が低帯域通信リンクを介して第２の装置と
通信して検索角度を決定する前に、第１の装置は更に、第２の装置の位置について予め粗
定位を実行して、検索範囲を決定してよい。検索範囲は、検索角度が属する角度範囲のこ
とをいう。検索範囲の決定のプロセスには、複数の方式があってよい。例えば、
　方式１において、第１の装置と第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、第１の
装置は広ビームミリ波信号を送信して、第２の装置を検索し、本発明の本実施形態におい
て、広ビームミリ波の周波数は、限定ではないが６０ＧＨｚであってよく、
　第１の装置は、第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信し、信号帰属情報は
、第２の装置によって受信された広ビームミリ波信号が属する第１の装置のアンテナセク
ターを含み、
　第１の装置は、アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定する
。
【００９３】
　第１の装置は、第１の装置のアンテナ覆域をいくつかの覆域エリア（セクター）に分割
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し、第１の装置は、これらのエリア（セクター）に別々に広ビームミリ波信号を送信する
。この信号は、１，２，３等の、これらのエリア（セクター）の番号を含む。このように
して、この信号の受信後、第２の装置は、第２の装置によって受信された信号がどのセク
ターにおいて第１の装置によって送信されたのかを必然的に知り、それからこのセクター
の番号を、低帯域通信リンクを介して第１の装置にフィードバックする。このようにして
、第１の装置は、第２の装置がどのセクター覆域の範囲にあるのかを知る。
【００９４】
　第１の装置と第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、すなわち、第１の装置と
第２の装置との距離が広ビーム間の有効通信距離の範囲内にある場合、２つの装置は、検
索範囲を決定するために、より広いビームを用いたスキャンおよび検索により、互いの大
まかな位置を見つけることができる。プロセスは従来技術におけるプロセスと類似するの
で、本明細書では詳細を繰り返さない。
【００９５】
　方式２において、図３に示されるように、検索範囲の決定の方法は、以下のステップを
含んでよい。
【００９６】
　ステップ３０１：第１の装置は、低帯域通信リンクを介して第２の装置の高度情報を受
信する。
【００９７】
　装置高度および／または装置と地面との間の垂直角度は、第１の装置と第２の装置の両
方に配置される高度センサーおよび／または垂直角度センサーまたは同様のものによって
感知されてよく、更に、内蔵の高度情報レジスタ、装置タイプレジスタまたは同様のもの
によって感知されてよい。
【００９８】
　高度情報保存レジスタは、装置の一般動作時の、屋内地面に対して該装置が位置する高
度を保存するように構成される。高度は固定値であってよく、高度範囲であってもよい。
高度は工場出荷時設定値であってよく、ユーザーによる変更および設定が可能であっても
よい。
【００９９】
　装置タイプレジスタは、ノートブック型コンピューター、テレビセット、携帯電話、プ
ロジェクター等の装置タイプを示す番号を用いるように構成される。
【０１００】
　第２の装置は、例えば高度情報保存レジスタから情報を読み出す等の方式で、第２の装
置の高度情報を取得し、それから、２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚなどの低周波帯域を介し
て第１の装置に高度情報を送信してよい。
【０１０１】
　ステップ３０２：第１の装置は、第１の装置の高度情報および第２の装置の高度情報に
従って、検索範囲を決定する。
【０１０２】
　第１の装置は、例えば高度情報保存レジスタから情報を読み出す等の方式で、第１の装
置の高度情報を取得し、それから第１の装置は、第１の装置の高度情報および受信された
第２の装置の高度情報に従って、２つの装置を結ぶ線の水平方向または垂直方向に対する
おおよその角度を決定することができ、それにより、検索範囲を決定することができる。
【０１０３】
　更に、第１の装置と第２の装置は、装置タイプやアンテナタイプ等の情報を互いに交換
してよい。したがって、マスター検索装置とスレーブ検索装置とを決定することができる
。例えば、前述の実施形態では、第１の装置がマスター検索装置であり、第２の装置がス
レーブ検索装置である。もちろん、２つの装置は同等であってもよく、マスター検索装置
とスレーブ検索装置とを区別する必要はない。
【０１０４】
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　前述の方式で検索範囲が決定された後、第１の装置は、低帯域通信リンクを介して第２
の装置と通信して、検索範囲内で検索角度を決定する。
【０１０５】
　本発明の本実施形態において、検索範囲は粗定位によって決定され、それにより、ビー
ムスキャンおよび検索の範囲が更に絞り込まれ、ビームスキャンおよび検索の回数が低減
される。それによって、通信リンクをより速く確立し、装置の電力消費を低減し、ユーザ
ーエクスペリエンスを向上することができる。
【０１０６】
　具体的な例では、図２ｃに示されるように、第１の装置の全検索角度はθであり、粗定
位により、第２の装置が角度範囲θ１内に位置することが分かる。このように、第１の装
置は小さな範囲θ１内でのみ狭ビームスキャンを実行する必要があり、それによって、検
索範囲を絞り込みスキャン回数を低減する。
【０１０７】
　本発明の本実施形態において、検索角度を決定する前述の方式、すなわち、第１の装置
および第２の装置が送受信協調を行う方式と、第２の装置が低帯域通信リンクを介して応
答を行う方式と、粗定位を用いて検索範囲を決定する方式と、従来技術のブラインドサー
チ方式とは、例えば送受信協調、送受信協調と応答との組合わせ、粗定位と送受信協調と
の組合わせ、粗定位と送受信協調と応答との組合わせ等のように、要件に従ってランダム
に組み合わされてよい。ここで再度詳細の説明はしない。詳細については、前述の実施形
態の説明を参照されたい。
【０１０８】
　好ましい実施形態では、図２ｄに示されるように、両方の通信装置が対応するハードウ
ェア条件を有し、粗定位と送受信協調と応答との組合わせを採用する場合、本発明の最適
または好ましい実施例を達成することができ、スキャンおよび検索の最大可能回数は、
【数１】

　である。
【０１０９】
　図４を参照する。図４は、本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビー
ムアライメント方法のフローチャートである。
【０１１０】
　本発明の本実施形態と前述の実施形態との違いは、以下の通りである。すなわち、前述
の実施形態は、送受信協調ならびに送受信協調と粗定位および／または応答との組合わせ
の観点から説明されたが、本発明の本実施形態は、主に応答と別の方式との組合わせの観
点から説明される。
【０１１１】
　本方法は、以下のステップを有してよい。
【０１１２】
　ステップ４０１：第１の装置は、ミリ波信号を送信して第２の装置を検索する。
【０１１３】
　第１の装置はフェーズドアレイアンテナ装置であり、第２の装置は、第１の装置とアラ
インされる必要のある別のフェーズドアレイアンテナ装置である。このステップでは、第
１の装置は、ブラインドサーチ方式で複数の方向にミリ波信号を送信して、第２の装置を
検索してよい。ミリ波信号の周波数は６０ＧＨｚであってよい。
【０１１４】
　ステップ４０２：第１の装置は、低帯域通信リンクを介して第２の装置によって送信さ
れたフィードバック情報を受信する。フィードバック情報は、第２の装置が第１の装置に
よって送信されたミリ波信号を受信したことを示すのに用いられる。
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【０１１５】
　該方向から第１の装置によって送信されたミリ波信号を受信した後、第２の装置は、２
．４ＧＨｚや５ＧＨｚ等の低周波帯域を用いて第１の装置にフィードバック情報を送信し
て、応答を行う。フィードバック情報は、第２の装置が第１の装置によって送信されたミ
リ波信号を受信したことを示すのに用いられる。
【０１１６】
　具体的には、第１の装置によって送信された第１のミリ波信号を受信した後に、第２の
装置は、低周波帯域すなわち２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚを用いて、すぐに第１の装置に
応答信号を送信して、後続の無効なビーム検索プロセスを回避するために、第１の装置に
検索プロセスを終了するように指示する。応答信号は、図２ａに示される∠１の番号のよ
うな、第１の装置によって送信され第２の装置によって受信されるビーム方向番号を含ん
でよい。このように、第１の装置は、送信アンテナのどのビーム方向に第２の装置が位置
するのかを知る。
【０１１７】
　ステップ４０３：フィードバック情報の受信後、第１の装置は、ミリ波信号の送信方向
において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを
決定する。
【０１１８】
　前述のフィードバック情報すなわち応答信号を受信した後、第１の装置は、第１の装置
がどの角度で第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施できる
のかを知ることができる。
【０１１９】
　第１の装置がミリ波信号を複数の送信方向に送信して第２の装置を検索する場合、フィ
ードバック情報は、第２の装置によって受信されたミリ波信号のビーム方向情報を含む。
第１の装置は、フィードバック情報の受信後、フィードバック情報に含まれるミリ波信号
のビーム方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実
施することを決定する。
【０１２０】
　本発明の本実施形態では、第２の装置が第１の装置に対して応答フィードバックを行っ
て、受信されたミリ波信号の関連情報を第１の装置に返す。これにより、第２の装置と第
１の装置が送受信の役割を互いに交換し、ビームスキャンおよび検索を完了するためにビ
ーム指向情報が交換できる前に再度ビームスキャンを実行する必要があるプロセスが省略
される。したがって、この方式によれば、第２の装置の応答方法において、スキャンおよ
び検索の回数の最大半分を削減することができる。それにより、フェーズドアレイ・ビー
ムアライメント効率が更に改善され、６０ＧＨｚ等のミリ波周波数帯域において通信リン
クの確立に要する時間が短縮され、装置の電力消費が低減され、ユーザーエクスペリエン
スが向上する。
【０１２１】
　本発明の別の実施形態において、第１の装置がミリ波信号を送信して第２の装置につい
てブラインドサーチを実行する前に、第１の装置は更に、第２の装置の位置について予め
粗定位を実行して、検索範囲を決定してよい。検索範囲の決定のプロセスには、複数の方
式があってよい。例えば、
　方式１において、第１の装置と第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、第１の
装置は広ビームミリ波信号を送信して、第２の装置を検索し、
　第１の装置は、第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信し、信号帰属情報は
、第２の装置によって受信された広ビームミリ波信号が属する第１の装置のアンテナセク
ターを含み、
　第１の装置は、アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定する
。
【０１２２】
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　方式２において、検索範囲を決定する方法は以下を含んでよい。
【０１２３】
　第１の装置が、低帯域通信リンクを介して第２の装置の高度情報を受信し、
　第１の装置が、第１の装置の高度情報および第２の装置の高度情報に従って、検索範囲
を決定する。
【０１２４】
　前述の２つの方式の具体的なプロセスは、前述の実施形態の方式１および方式２のもの
と同じであるので、ここで再び詳細を説明することはしない。
【０１２５】
　前述の方式で検索範囲が決定された後、第１の装置は、決定された検索範囲内でミリ波
信号を送信して、第２の装置を検索する。
【０１２６】
　本発明の本実施形態において、検索範囲は粗定位によって決定され、それにより、ビー
ムスキャンおよび検索の範囲が更に絞り込まれ、ビームスキャンおよび検索の回数が低減
される。それによって、通信リンクをより速く確立し、装置の電力消費を低減し、ユーザ
ーエクスペリエンスを向上することができる。
【０１２７】
　図５ａを参照する。図５ａは、本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・
ビームアライメント方法のフローチャートである。
【０１２８】
　本発明の本実施形態と前述の実施形態との違いは、以下の通りである。すなわち、前述
の実施形態は、送受信協調、送受信協調と粗定位および／または応答との組合わせ、なら
びに応答と別の方式との組合わせの観点から説明されたが、本発明の本実施形態は、主に
粗定位とブラインドサーチとの組合わせの方法の観点から説明される。
【０１２９】
　本方法は、以下のステップを有してよい。
【０１３０】
　ステップ５０１：第１の装置は、第２の装置が検索される検索範囲を決定する。
【０１３１】
　検索範囲の決定のプロセスには、複数の方式があってよい。例えば、
　方式１において、第１の装置と第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、第１の
装置は広ビームミリ波信号を送信して、第２の装置を検索し、
　第１の装置は、第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信し、信号帰属情報は
、第２の装置によって受信された広ビームミリ波信号が属する第１の装置のアンテナセク
ターを含み、
　第１の装置は、アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定する
。
【０１３２】
　方式２において、検索範囲を決定する方法は以下を含んでよい。
【０１３３】
　第１の装置が、低帯域通信リンクを介して第２の装置の高度情報を受信し、
　第１の装置が、第１の装置の高度情報および第２の装置の高度情報に従って、検索範囲
を決定する。
【０１３４】
　前述の２つの方式の具体的なプロセスは、前述の実施形態の方式１および方式２のプロ
セスと同じであるので、ここで再び詳細を説明することはしない。
【０１３５】
　ステップ５０２：第１の装置は、検索範囲内で第１のミリ波信号を送信して、第２の装
置を検索する。
【０１３６】
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　ステップ５０３：第１の装置は、第２の装置によって送信された第２のミリ波信号を受
信する。第２の装置は、第１のミリ波信号の受信後に第２のミリ波信号を送信する。
【０１３７】
　ステップ５０４：第１の装置は、第２のミリ波信号の受信後、第２のミリ波信号が受信
された方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施
することを決定する。
【０１３８】
　前述のステップ５０２～５０４において、第１の装置は信号送信器であり、第２の装置
は信号受信器である。第１の装置は第２の装置を検索し、第２の装置が信号を受信した後
、第１の装置と第２の装置とは互いに役割を交換する。第２の装置が信号を送信して第１
の装置を検索するプロセスは従来技術における検索プロセスと同じであるので、ここで再
び詳細を説明することはしない。本方法と従来技術における方法との違いは、本実施形態
では粗定位により最初に検索範囲が決定され、それから第１の装置が検索範囲内で信号を
送信して検索を実行する点のみである。
【０１３９】
　本発明の本実施形態において、検索範囲は粗定位によって決定され、それにより、ビー
ムスキャンおよび検索の範囲が絞り込まれ、ビームスキャンおよび検索の回数が低減され
る。それによって、通信リンクをより速く確立し、装置の電力消費を低減し、ユーザーエ
クスペリエンスを向上することができる。
【０１４０】
　具体的な例では、図５ｂに示されるように、計算を容易にするために、ビーム覆域がＭ
×Ｍ個のサブエリアで構成され、サブエリアの総量がＭ２であると仮定する。ブラインド
サーチが採用される場合、受信器により信号を受信するのに必要な予想最大回数はＭ４で
ある。送信器が各サブエリアに１回ビーム検索シーケンスを送信する場合はＭ２回が必要
であり、受信器は、各方向からＭ２回、ビーム検索シーケンスを受信する必要がある。最
悪の場合、必要な検索回数は合計でＭ４である。しかしながら、検索範囲が前述の粗定位
によって決定さると、単一の方向における検索の予想最大回数は、
【数２】

　まで低減され得る。
【０１４１】
　前述の実施形態は、第１の装置を実行主体として説明されている。以下、第２の装置を
実行主体として説明する。
 
【０１４２】
　図６を参照する。図６は、本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビー
ムアライメント方法のフローチャートである。
【０１４３】
　本方法は、以下のステップを有してよい。
【０１４４】
　ステップ６０１：第２の装置は、低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検
索角度を決定する。
【０１４５】
　ステップ６０２：第２の装置は、検索角度によって示される方向から、第１の装置によ
って送信された第１のミリ波信号を受信する。
【０１４６】
　ステップ６０３：第２の装置は、第１のミリ波信号の受信後、第１の装置にフィードバ
ック情報を送信し、そうして、第１の装置がフィードバック情報の受信後に、検索角度に
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よって示される方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメン
トを実施することを決定できるようにする。
【０１４７】
　本発明の実施形態では、装置の２．４ＧＨｚや５ＧＨｚといった低周波帯域を補助通信
リンクとして用いて検索角度が決定され、そうして、第１の装置および第２の装置は、検
索角度に従って送受信協調によるビーム検索プロセスを実行し、ミリ波フェーズドアレイ
・ビームアライメントが実施される。本方法によれば、ビーム検索の盲目性が低減され、
ビームスキャン回数が著しく低減される。それにより、フェーズドアレイ・ビームアライ
メント効率が改善され、６０ＧＨｚ等のミリ波周波数帯域において通信リンクの確立に要
する時間が短縮され、装置の電力消費が低減され、ユーザーエクスペリエンスが向上する
。
【０１４８】
　本発明の別の実施形態において、第２の装置が第１のミリ波信号の受信後、第１の装置
にフィードバック情報を送信するステップは、以下のステップを含む。
【０１４９】
　第２の装置は、第１のミリ波信号の受信後、検索角度によって示される方向に第２のミ
リ波信号を送信し、そうして、第１の装置が、検索角度によって示される方向から第２の
ミリ波信号を受信した後に、検索角度によって示される方向において第２の装置とのミリ
波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるようにする。
【０１５０】
　本発明の別の実施形態において、第２の装置が第１のミリ波信号の受信後、第１の装置
にフィードバック情報を送信するステップは、以下のステップを含む。
【０１５１】
　第２の装置は、第１のミリ波信号の受信後、低帯域通信リンクを介して第１の装置にフ
ィードバック情報を送信する。フィードバック情報は、第２の装置が検索角度によって示
される方向から第１のミリ波信号を受信したことを示すのに用いられる。
【０１５２】
　複数の検索角度が決定される場合、フィードバック情報は、第２の装置によって受信さ
れた第１のミリ波信号のビーム方向情報を含み、そうして、第１の装置がフィードバック
情報の受信後に、フィードバック情報に含まれる第１のミリ波信号のビーム方向において
第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定でき
るようにする。
【０１５３】
　本発明の別の実施形態において、第２の装置が低帯域通信リンクを介して第１の装置と
通信して検索角度を決定する前に、本方法は更に、
【０１５４】
　第２の装置と第１の装置との距離が距離閾値以下である場合、第２の装置が、第１の装
置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するステップと、
　第２の装置が、広ビームミリ波信号の受信後、第１の装置に信号帰属情報を送信するス
テップであって、信号帰属情報は、第２の装置によって受信された広ビームミリ波信号が
属する第１の装置のアンテナセクターを含み、そうして、第１の装置がアンテナセクター
によって示される角度範囲を検索範囲として決定できるようにする、ステップと、
　を有する。
【０１５５】
　第２の装置が低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して検索角度を決定するステ
ップは、特に、
【０１５６】
　第２の装置が、低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検索範囲内で検索角
度を決定するステップ、である。
【０１５７】
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　本発明の別の実施形態において、第２の装置が低帯域通信リンクを介して第１の装置と
通信して検索角度を決定する前に、本方法は更に、
【０１５８】
　第２の装置が、低帯域通信リンクを介して第１の装置に第２の装置の高度情報を送信し
、そうして、第１の装置が、第１の装置の高度情報および第２の装置の高度情報に従って
検索範囲を決定できるようにするステップ、
　を有する。
【０１５９】
　第２の装置が低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して検索角度を決定するステ
ップは、特に、
【０１６０】
　第２の装置が、低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検索範囲内で検索角
度を決定するステップ、である。
【０１６１】
　図７を参照する。図７は、本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビー
ムアライメント方法のフローチャートである。
【０１６２】
　本方法は、以下のステップを有してよい。
【０１６３】
　ステップ７０１：第２の装置は、第１の装置によって送信されたミリ波信号を受信する
。
【０１６４】
　ステップ７０２：第２の装置は、ミリ波信号の受信後、低帯域通信リンクを介して第１
の装置にフィードバック情報を送信する。フィードバック情報は、第２の装置が第１の装
置によって送信されたミリ波信号を受信したことを示すのに用いられる。そうして、第１
の装置がフィードバック情報の受信後に、ミリ波信号の送信方向において第２の装置との
ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるようにする。
【０１６５】
　フィードバック情報は、第２の装置によって受信されるミリ波信号のビーム方向情報を
含んでよく、そうして、第１の装置がフィードバック情報の受信後に、フィードバック情
報に含まれるミリ波信号のビーム方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・
ビームアライメントを実施することを決定できるようにする。
【０１６６】
　本発明の本実施形態では、第２の装置が第１の装置に対して応答フィードバックを行っ
て、受信されたミリ波信号の関連情報を第１の装置に返す。これにより、第２の装置と第
１の装置が送受信の役割を互いに交換し、ビームスキャンおよび検索を完了するためにビ
ーム指向情報が交換できる前に再度ビームスキャンを実行する必要があるプロセスが省略
される。したがって、この方式によれば、第２の装置の応答方法において、スキャンおよ
び検索の回数の最大半分を削減することができる。それにより、フェーズドアレイ・ビー
ムアライメント効率が更に改善され、６０ＧＨｚ等のミリ波周波数帯域において通信リン
クの確立に要する時間が短縮され、装置の電力消費が低減され、ユーザーエクスペリエン
スが向上する。
【０１６７】
　本発明の別の実施形態において、第２の装置が第１の装置によって送信されたミリ波信
号を受信する前に、本方法は更に、
【０１６８】
　第２の装置と第１の装置との距離が距離閾値以下である場合、第２の装置が、第１の装
置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するステップと、
　第２の装置が、広ビームミリ波信号の受信後、第１の装置に信号帰属情報を送信するス
テップであって、信号帰属情報は、第２の装置によって受信された広ビームミリ波信号が
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属する第１の装置のアンテナセクターを含み、そうして、第１の装置がアンテナセクター
によって示される角度範囲を検索範囲として決定できるようにする、ステップと、
　を有する。
【０１６９】
　第２の装置が第１の装置によって送信されたミリ波信号を受信するステップは、特に、
【０１７０】
　第２の装置が、検索範囲内で、第１の装置によって送信されたミリ波信号を受信するス
テップである。
【０１７１】
　本発明の別の実施形態において、第２の装置が第１の装置によって送信されたミリ波信
号を受信するステップの前に、本方法は更に、
【０１７２】
　第２の装置が、低帯域通信リンクを介して第１の装置に第２の装置の高度情報を送信す
るステップであって、そうして、第１の装置が、第１の装置の高度情報および第２の装置
の高度情報に従って検索範囲を決定できるようにする、ステップ、
　を有する。
【０１７３】
　第２の装置が第１の装置によって送信されたミリ波信号を受信するステップは、特に、
【０１７４】
　第２の装置が、検索範囲内で、第１の装置によって送信されるミリ波信号を受信するス
テップである。
【０１７５】
　図８を参照する。図８は、本発明の実施形態に係る別のミリ波フェーズドアレイ・ビー
ムアライメント方法のフローチャートである。
【０１７６】
　本方法は、以下のステップを有してよい。
【０１７７】
　ステップ８０１：第２の装置は、決定された検索範囲内で第１の装置によって送信され
た第１のミリ波信号を受信する。
【０１７８】
　ステップ８０２：第２の装置は、第１のミリ波信号の受信後、第２のミリ波信号を送信
し、そうして、第１の装置が第２のミリ波信号の受信後に、第２のミリ波信号が受信され
た方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施する
ことを決定できるようにする。
【０１７９】
　本発明の本実施形態において、検索範囲は粗定位によって決定され、それにより、ビー
ムスキャンおよび検索の範囲が更に絞り込まれ、ビームスキャンおよび検索の回数が低減
される。それによって、通信リンクをより速く確立し、装置の電力消費を低減し、ユーザ
ーエクスペリエンスを向上することができる。
【０１８０】
　本発明の別の実施形態において、第２の装置が決定された検索範囲内で第１の装置によ
って送信された第１のミリ波信号を受信するステップの前に、本方法は更に、
【０１８１】
　第２の装置と第１の装置との距離が距離閾値以下である場合、第２の装置が、第１の装
置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するステップと、
　第２の装置が、広ビームミリ波信号の受信後、第１の装置に信号帰属情報を送信するス
テップであって、信号帰属情報は、第２の装置によって受信された広ビームミリ波信号が
属する第１の装置のアンテナセクターを含み、そうして、第１の装置がアンテナセクター
によって示される角度範囲を検索範囲として決定できるようにする、ステップと、
　を有する。
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【０１８２】
　本発明の別の実施形態において、第２の装置が決定された検索範囲内で第１の装置によ
って送信された第１のミリ波信号を受信するステップの前に、本方法は更に、
【０１８３】
　第２の装置が、低帯域通信リンクを介して第１の装置に第２の装置の高度情報を送信す
るステップであって、そうして、第１の装置が、第１の装置の高度情報および第２の装置
の高度情報に従って検索範囲を決定できるようにする、ステップ、
　を有する。
【０１８４】
　本発明の本実施形態において、ミリ波帯域の周波数は６０ＧＨｚに限定されず、ミリ波
帯域は、２０ＧＨｚ～１００ＧＨｚの周波数帯域全体をカバーするミリ波帯域であってよ
い。低周波帯域の周波数は２．４ＧＨｚ／５ＧＨｚ周波数帯域に限定されず、３０ＭＨｚ
～１０ＧＨｚの認可された利用可能な任意の周波数であってよい。第１の装置と第２の装
置との間で伝送されるミリ波信号は、特に狭ビームミリ波信号であってよい。
【０１８５】
　本発明の本実施形態は、限定ではないが、８０２．１１規格ファミリー、８０２．１５
規格ファミリー（８０２．１５．３ｃ）、ＷｉＧｉｇ、ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＤ、ＩＳＯ／
ＩＥＣ１３１５６等のミリ波規格、或いはこれらの規格の組合わせに適用される。
【０１８６】
　以上、本発明の方法実施形態を説明した。以下、前述の方法を実現するための装置を説
明する。
【０１８７】
　図９を参照する。図９は、本発明の実施形態に係る通信装置の概略構造図である。
【０１８８】
　通信装置９００は、
　低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して、検索角度を決定するように構成され
る角度決定ユニット９０１と、
　検索角度によって示される方向に第１のミリ波信号を送信して、第２の装置を検索する
ように構成される信号送信ユニット９０２であって、第１のミリ波信号は高周波ミリ波信
号である、信号送信ユニット９０２と、
　第２の装置によって送信されるフィードバック情報を受信するように構成される信号受
信ユニット９０３であって、第２の装置は検索角度によって示される方向の第１のミリ波
信号を受信した後にフィードバック情報を送信する、信号受信ユニット９０３と、
　信号受信ユニット９０３がフィードバック情報を受信した後に、検索角度によって示さ
れる方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施す
ると決定するように構成されるアライメントユニット９０４と、
　を備えてよい。
【０１８９】
　本発明の実施形態では、装置の２．４ＧＨｚや５ＧＨｚといった低周波帯域を補助通信
リンクとして用いて検索角度が決定され、そうして、通信装置および第２の装置は、検索
角度に従って送受信協調によるビーム検索プロセスを実行し、ミリ波フェーズドアレイ・
ビームアライメントが実施される。本装置によれば、ビーム検索の盲目性が低減され、ビ
ームスキャン回数が著しく低減される。それにより、フェーズドアレイ・ビームアライメ
ント効率が改善され、６０ＧＨｚ等のミリ波周波数帯域において通信リンクの確立に要す
る時間が短縮され、装置の電力消費が低減され、ユーザーエクスペリエンスが向上する。
【０１９０】
　別の実施形態において、信号受信ユニットは、特に、検索角度によって示される方向か
ら、第２の装置により検索角度によって示される方向に送信される第２のミリ波信号を受
信するように構成される。第２の装置は、検索角度によって示される方向から第１のミリ
波信号を受信した後に第２のミリ波信号を送信し、第２のミリ波信号は高周波ミリ波信号
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である。
【０１９１】
　アライメントユニットは、特に、信号受信ユニットが第２のミリ波信号を受信した後に
、検索角度によって示される方向において第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビー
ムアライメントを実施することを決定するように構成される。
【０１９２】
　別の実施形態において、信号受信ユニットは、特に、低帯域通信リンクを介して、第２
の装置によって送信されたフィードバック情報を受信するように構成される。フィードバ
ック情報は、第２の装置が検索角度から第１のミリ波信号を受信したことを示すのに用い
られる。
【０１９３】
　角度決定ユニットにより複数の検索角度が決定される場合、信号受信ユニットによって
受信されるフィードバック情報は、第２の装置によって受信される第１のミリ波信号のビ
ーム方向情報を含む。
【０１９４】
　アライメントユニットは、特に、信号受信ユニットがフィードバック情報を受信した後
に、フィードバック情報に含まれる第１のミリ波信号のビーム方向において第２の装置と
のミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定するように構成さ
れる。
【０１９５】
　別の実施形態において、本通信装置は更に、
　角度決定ユニットが低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して検索角度を決定す
る前に、通信装置と第２の装置との距離が距離閾値以下である場合、広ビームミリ波信号
を送信して第２の装置を検索するように構成され、広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信
号であり、また、第２の装置によって送信される信号帰属情報を受信するように構成され
、信号帰属情報は、第２の装置によって受信された広ビームミリ波信号が属する通信装置
のアンテナセクターを含み、また、アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範
囲として決定するように構成される、第１の範囲決定ユニット、
　を備えてよい。
【０１９６】
　角度決定ユニットは、特に、低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して、検索範
囲内で検索角度を決定するように構成される。
【０１９７】
　別の実施形態において、通信装置は、
　角度決定ユニットが低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して検索角度を決定す
る前に、低帯域通信リンクを介して第２の装置の高度情報を受信するように構成される高
度情報受信ユニットと、
　第１の装置の高度情報および第２の装置の高度情報に従って、検索範囲を決定するよう
に構成される第２の範囲決定ユニットと、
　を更に備えてよい。
【０１９８】
　角度決定ユニットは、特に、低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して、検索範
囲内で検索角度を決定するように構成される。
【０１９９】
　図１０を参照する。図１０は、本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図であ
る。
【０２００】
　通信装置１０００は、
　ミリ波信号を送信して第２の装置を検索するように構成される信号送信ユニット１００
１と、
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　低帯域通信リンクを介して第２の装置によって送信されるフィードバック情報を受信す
るように構成される信号受信ユニット１００２であって、フィードバック情報は、第２の
装置が通信装置によって送信されたミリ波信号を受信したことを示すのに用いられ、ミリ
波信号は高周波ミリ波信号である、信号受信ユニット１００２と、
　信号受信ユニットがフィードバック情報を受信した後に、ミリ波信号の送信方向におい
て第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定す
るように構成されるアライメントユニット１００３と、
　を備えてよい。
【０２０１】
　信号送信ユニットがミリ波信号を複数の送信方向に送信して第２の装置を検索する場合
、信号受信ユニットによって受信されるフィードバック情報は、第２の装置によって受信
されたミリ波信号のビーム方向情報を含む。
【０２０２】
　アライメントユニットは、特に、信号受信ユニットがフィードバック情報を受信した後
にフィードバック情報に含まれるミリ波信号のビーム方向において第２の装置とのミリ波
フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定するように構成される。
【０２０３】
　本発明の本実施形態では、第２の装置により通信装置に送信される応答フィードバック
を装置が受信する。これにより、第２の装置と通信装置が送受信の役割を交換し、ビーム
スキャンおよび検索を完了するためにビーム指向情報が交換できる前に再度ビームスキャ
ンを実行する必要があるプロセスが省略される。したがって、本装置によれば、スキャン
および検索の回数の最大半分を削減することができる。それにより、フェーズドアレイ・
ビームアライメント効率が更に改善され、６０ＧＨｚ等のミリ波周波数帯域において通信
リンクの確立に要する時間が短縮され、装置の電力消費が低減され、ユーザーエクスペリ
エンスが向上する。
【０２０４】
　別の実施形態において、通信装置は更に、
　信号送信ユニットがミリ波信号を送信して第２の装置を検索する前に、通信装置と第２
の装置との距離が距離閾値以下である場合、広ビームミリ波信号を送信して第２の装置を
検索するように構成され、広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、また、第２の
装置によって送信される信号帰属情報を受信するように構成され、信号帰属情報は、第２
の装置によって受信された広ビームミリ波信号が属する通信装置のアンテナセクターを含
み、また、アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定するように
構成される、第１の範囲決定ユニット、
　を備えてよい。
【０２０５】
　信号送信ユニットは、特に、検索範囲内でミリ波信号を送信して第２の装置を検索する
ように構成される。
【０２０６】
　別の実施形態において、通信装置は、
　信号送信ユニットがミリ波信号を送信して第２の装置を検索する前に、低帯域通信リン
クを介して第２の装置の高度情報を受信するように構成される高度情報受信ユニットと、
　第１の装置の高度情報および第２の装置の高度情報に従って、検索範囲を決定するよう
に構成される第２の範囲決定ユニットと、
　を更に備えてよい。
【０２０７】
　信号送信ユニットは、特に、検索範囲内でミリ波信号を送信して第２の装置を検索する
ように構成される。
【０２０８】
　図１１を参照する。図１１は、本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図であ
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る。
【０２０９】
　通信装置１１００は、
　第２の装置が検索される検索範囲を決定するように構成される範囲決定ユニット１１０
１と、
　検索範囲内で第１のミリ波信号を送信して第２の装置を検索するように構成される信号
送信ユニット１１０２と、
　第２の装置によって送信される第２のミリ波信号を受信するように構成される信号受信
ユニット１１０３であって、第２の装置は第１のミリ波信号の受信後に第２のミリ波信号
を送信する、信号受信ユニット１１０３と、
　第２のミリ波信号が受信された後に、第２のミリ波信号が受信された方向において第２
の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定するよう
に構成されるアライメントユニット１１０４と、
　を備えてよい。
【０２１０】
　第１のミリ波信号と第２のミリ波信号の両方は高周波ミリ波信号である。
【０２１１】
　本発明の本実施形態において、装置は粗定位により検索範囲を決定し、それにより、ビ
ームスキャンおよび検索の範囲が更に絞り込まれ、ビームスキャンおよび検索の回数が低
減される。それによって、通信リンクをより速く確立し、装置の電力消費を低減し、ユー
ザーエクスペリエンスを向上することができる。
【０２１２】
　別の実施形態において、範囲決定ユニットは、特に、通信装置と第２の装置との距離が
距離閾値以下である場合、広ビームミリ波信号を送信して第２の装置を検索するように構
成され、広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号であり、また、第２の装置によって送信
される信号帰属情報を受信するように構成され、信号帰属情報は、第２の装置によって受
信された広ビームミリ波信号が属する通信装置のアンテナセクターを含み、また、アンテ
ナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定するように構成される。
【０２１３】
　別の実施形態において、範囲決定ユニットは、
　低帯域通信リンクを介して第２の装置の高度情報を受信するように構成される受信サブ
ユニットと、
　通信装置の高度情報および第２の装置の高度情報に従って、検索範囲を決定するように
構成される決定サブユニットと、
　を有する。
【０２１４】
　図１２を参照する。図１２は、本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図であ
る。
【０２１５】
　通信装置１２００は、
　低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検索角度を決定するように構成され
る角度決定ユニット１２０１と、
　検索角度によって示される方向から、第１の装置によって送信される第１のミリ波信号
を受信するように構成される信号受信ユニット１２０２であって、第１のミリ波信号は高
周波ミリ波信号である、信号受信ユニット１２０２と、
　信号受信ユニットが第１のミリ波信号を受信した後に、第１の装置にフィードバック情
報を送信し、そうして、第１の装置がフィードバック情報の受信後に、検索角度によって
示される方向において通信装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施
することを決定できるようにする、フィードバックユニット１２０３と、
　を備えてよい。
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【０２１６】
　別の実施形態において、フィードバックユニットは、特に、信号受信ユニットが第１の
ミリ波信号を受信した後に、検索角度によって示される方向に第２のミリ波信号を送信し
、そうして、第１の装置が、検索角度によって示される方向から第２のミリ波信号を受信
した後に、検索角度によって示される方向において通信装置とのミリ波フェーズドアレイ
・ビームアライメントを実施することを決定できるようにする。第２のミリ波信号は、高
周波ミリ波信号である。
【０２１７】
　別の実施形態において、フィードバックユニットは、特に、信号受信ユニットが第１の
ミリ波信号を受信した後に、低帯域通信リンクを介して第１の装置にフィードバック情報
を送信するように構成される。フィードバック情報は、通信装置が検索角度によって示さ
れる方向から第１のミリ波信号を受信したことを示すのに用いられる。
【０２１８】
　角度決定ユニットにより複数の検索角度が決定される場合、フィードバック情報は、信
号受信ユニットによって受信された第１のミリ波信号のビーム方向情報を含み、それによ
り、第１の装置がフィードバック情報の受信後に、フィードバック情報に含まれる第１の
ミリ波信号のビーム方向において通信装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメ
ントを実施することを決定できるようにする。
【０２１９】
　別の実施形態において、信号受信ユニットは更に、角度決定ユニットが低帯域通信リン
クを介して第１の装置と通信して検索角度を決定する前に、通信装置と第１の装置との距
離が距離閾値以下である場合、第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信
するように構成される。広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である。
【０２２０】
　フィードバックユニットは更に、信号受信ユニットが広ビームミリ波信号を受信した後
に、第１の装置に信号帰属情報を送信するように構成される。信号帰属情報は、通信装置
によって受信された広ビームミリ波信号が属する第１の装置のアンテナセクターを含み、
第１の装置は、アンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定する。
【０２２１】
　角度決定ユニットは、特に、低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検索範
囲内で検索角度を決定するように構成される。
【０２２２】
　別の実施形態において、本通信装置は更に、
　角度決定ユニットが低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して検索角度を決定す
る前に、低帯域通信リンクを介して第１の装置に通信装置の高度情報を送信するように構
成される高度情報送信ユニットであって、そうして、第１の装置が、第１の装置の高度情
報および通信装置の高度情報に従って検索範囲を決定できるようにする、高度情報送信ユ
ニット、
　を備えてよい。
【０２２３】
　角度決定ユニットは、特に、低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検索範
囲内で検索角度を決定するように構成される。
【０２２４】
　図１３を参照する。図１３は、本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図であ
る。
【０２２５】
　通信装置１３００は、
　第１の装置によって送信されるミリ波信号を受信するように構成される信号受信ユニッ
ト１３０１であって、ミリ波信号は高周波ミリ波信号である、信号受信ユニット１３０１
と、
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　信号受信ユニットがミリ波信号を受信した後に、低帯域通信リンクを介して第１の装置
にフィードバック情報を送信するように構成されるフィードバックユニット１３０２であ
って、フィードバック情報は、通信装置が第１の装置によって送信されたミリ波信号を受
信したことを示すのに用いられ、そうして、第１の装置がフィードバック情報の受信後に
、ミリ波信号の送信方向において通信装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメ
ントを実施することを決定できるようにする、フィードバックユニット１３０２と、
　を備えてよい。
【０２２６】
　フィードバック情報は、通信装置によって受信されたミリ波信号ビーム方向情報を含ん
でよく、第１の装置は、フィードバック情報の受信後に、フィードバック情報に含まれる
ミリ波信号のビーム方向において通信装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメ
ントを実施することを決定する。
【０２２７】
　別の実施形態において、信号受信ユニットは更に、第１の装置によって送信されたミリ
波信号が受信される前に、通信装置と第１の装置との距離が距離閾値以下である場合、第
１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信するように構成される。広ビーム
ミリ波信号は、高周波ミリ波信号である。
【０２２８】
　フィードバックユニットは更に、信号受信ユニットが広ビームミリ波信号を受信した後
に、第１の装置に信号帰属情報を送信するように構成される。信号帰属情報は、通信装置
によって受信された広ビームミリ波信号が属する第１の装置のアンテナセクターを含み、
そうして、第１の装置がアンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決
定できるようにする。
【０２２９】
　信号受信ユニットは、特に、検索範囲内で、第１の装置によって送信されたミリ波信号
を受信するように構成される。
【０２３０】
　別の実施形態において、本通信装置は更に、
　信号受信ユニットが第１の装置によって送信されたミリ波信号を受信する前に、低帯域
通信リンクを介して第１の装置に通信装置の高度情報を送信するように構成される高度情
報送信ユニットであって、そうして、第１の装置が、第１の装置の高度情報および通信装
置の高度情報に従って検索範囲を決定できるようにする、送信ユニット、
　を備えてよい。
【０２３１】
　信号受信ユニットは、特に、検索範囲内で、第１の装置によって送信されたミリ波信号
を受信するように構成される。
【０２３２】
　図１４を参照する。図１４は、本発明の実施形態に係る別の通信装置の概略構造図であ
る。
【０２３３】
　通信装置１４００は、
　決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信号を受信するよ
うに構成される信号受信ユニット１４０１と、
　信号受信ユニットが第１のミリ波信号を受信した後に、第２のミリ波信号を送信するよ
うに構成される信号送信ユニット１４０２であって、第１のミリ波信号と第２のミリ波信
号の両方は高周波ミリ波信号であり、そうして、第１の装置が第２のミリ波信号の受信後
に、第２のミリ波信号が受信された方向において通信装置とのミリ波フェーズドアレイ・
ビームアライメントを実施することを決定できるようにする、信号送信ユニット１４０２
と、
　を備えてよい。
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【０２３４】
　別の実施形態において、信号受信ユニットは更に、決定された検索範囲内で第１の装置
によって送信された第１のミリ波信号が受信される前に、通信装置と第１の装置との距離
が距離閾値以下である場合、第１の装置によって送信される広ビームミリ波信号を受信す
るように構成される。広ビームミリ波信号は高周波ミリ波信号である。
【０２３５】
　信号送信ユニットは更に、信号受信ユニットが広ビームミリ波信号を受信した後に、第
１の装置に信号帰属情報を送信するように構成される。信号帰属情報は、通信装置によっ
て受信された広ビームミリ波信号が属する第１の装置のアンテナセクターを含み、そうし
て、第１の装置がアンテナセクターによって示される角度範囲を検索範囲として決定でき
るようにする。
【０２３６】
　別の実施形態において、本通信装置は更に、
　信号受信ユニットが決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ
波信号を受信する前に、低帯域通信リンクを介して第１の装置に通信装置の高度情報を送
信するように構成される高度情報送信ユニットであって、そうして、第１の装置が第１の
装置の高度情報および通信装置の高度情報に従って検索範囲を決定できるようにする、高
度情報送信ユニット、
　を備えてよい。
【０２３７】
　本発明の実施形態は更に、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントシステムを提
供する。本システムは、図９に示される前述の実施形態に係る通信装置と、図１２に示さ
れる前述の実施形態に係る通信装置と、を備えてよい。
【０２３８】
　本発明の実施形態は更に、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントシステムを提
供する。本システムは、図１０に示される前述の実施形態に係る通信装置と、図１３に示
される前述の実施形態に係る通信装置と、を備えてよい。
【０２３９】
　本発明の実施形態は更に、ミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントシステムを提
供する。本システムは、図１１に示される前述の実施形態に係る通信装置と、図１４に示
される前述の実施形態に係る通信装置と、を備えてよい。
【０２４０】
　前述のシステムに含まれる装置の具体的な実施については、前述の実施形態の説明を参
照されたい。ここで再び詳細を説明することはしない。
【０２４１】
　本発明の実施形態は更に、通信装置を提供する。本通信装置は、送受信器、メモリおよ
びプロセッサを備えてよい。
【０２４２】
　送受信器は、検索角度に従って第１のミリ波信号を送信して第２の装置を検索し、第２
の装置によって送信されるフィードバック情報を受信するように構成される。第２の装置
は、検索角度から第１のミリ波信号を受信した後に、フィードバック情報を送信する。
【０２４３】
　メモリは、プログラムコード群を保存する。プロセッサは、
　低帯域通信リンクを介して第２の装置と通信して、検索角度を決定する工程と、
　フィードバック情報が受信された後に、検索角度から第２の装置とのミリ波フェーズド
アレイ・ビームアライメントを実施することを決定する工程と、
　を実行するために、メモリに保存されるプログラムコードを呼び出すように構成される
。
【０２４４】
　本発明の実施形態は更に、通信装置を提供する。本通信装置は、送受信器、メモリおよ
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びプロセッサを備えてよい。
【０２４５】
　送受信器は、ミリ波信号を送信して第２の装置を検索するように構成され、また、低帯
域通信リンクを介して、第２の装置によって送信されるフィードバック情報を受信するよ
うに構成される。フィードバック情報は、第２の装置が第１の装置によって送信されたミ
リ波信号を受信したことを示すのに用いられる。
【０２４６】
　メモリは、プログラムコード群を保存する。プロセッサは、
　フィードバック情報が受信された後に、ミリ波信号が送信された送信角度から第２の装
置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定する工程、
　を実行するために、メモリに保存されるプログラムコードを呼び出すように構成される
。
【０２４７】
　本発明の実施形態は更に、通信装置を提供する。本通信装置は、送受信器、メモリおよ
びプロセッサを備えてよい。
【０２４８】
　送受信器は、第２の装置によって送信される第２のミリ波信号を受信する。第２の装置
は、第１のミリ波信号を受信した後に第２のミリ波信号を送信する。また、送受信器は、
検索範囲内に第１のミリ波信号を送信して、第２の装置を送信する。
【０２４９】
　メモリは、プログラムコード群を保存する。プロセッサは、
　第２の装置が検索される検索範囲を決定する工程と、
　第２のミリ波信号が受信された後に、第１のミリ波信号が送信された送信角度から第２
の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定する工程
と、
　を実行するために、メモリに保存されるプログラムコードを呼び出すように構成される
。
【０２５０】
　本発明の実施形態は更に、通信装置を提供する。本通信装置は、送受信器、メモリおよ
びプロセッサを備えてよい。
【０２５１】
　送受信器は、検索角度から、第１の装置によって送信される第１のミリ波信号を受信し
、第１のミリ波信号が受信された後に、第１の装置にフィードバック情報を送信ように構
成され、そうして、第１の装置がフィードバック情報の受信後に、検索角度から第２の装
置とのミリ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるように
する。
【０２５２】
　メモリは、プログラムコード群を保存する。プロセッサは、
　低帯域通信リンクを介して第１の装置と通信して、検索角度を決定する工程、
　を実行するために、メモリに保存されるプログラムコードを呼び出すように構成される
。
【０２５３】
　本発明の実施形態は更に、通信装置を提供する。本通信装置は送受信器を備えてよい。
【０２５４】
　送受信器は、第１の装置によって送信されるミリ波信号を受信するように構成され、ま
た、ミリ波信号が受信された後に、低帯域通信リンクを介して第１の装置にフィードバッ
ク情報を送信するように構成され、フィードバック情報は、第２の装置が第１の装置によ
って送信されたミリ波信号を受信したことを示すのに用いられ、そうして、第１の装置が
フィードバック情報の受信後に、ミリ波信号が送信された送信角度から第２の装置とのミ
リ波フェーズドアレイ・ビームアライメントを実施することを決定できるようにする。
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【０２５５】
　本発明の実施形態は更に、通信装置を提供する。本通信装置は送受信器を備えてよい。
【０２５６】
　送受信器は、決定された検索範囲内で第１の装置によって送信された第１のミリ波信号
を受信するように構成され、また、第１のミリ波信号が受信された後に、第２のミリ波信
号を送信するように構成され、そうして、第１の装置が第２のミリ波信号の受信後に、第
１のミリ波信号が送信された送信角度から第２の装置とのミリ波フェーズドアレイ・ビー
ムアライメントを実施することを決定できるようにする。
【０２５７】
　当該技術分野の当業者は承知しているかもしれないが、本明細書に開示された実施形態
に記載の例との組み合わせにおいて、ユニットおよびアルゴリズムステップは、電子機器
またはコンピューターソフトウェアと電子機器との組合わせによって実装されてよい。こ
れらの機能がハードウェアとソフトウェアのどちらによって実行されるかは、技術的構成
の特定の応用および設計制約条件による。当該技術分野の当業者であれば、特定の応用の
各々について記載された機能の実施に異なる方法を用いるかもしれないが、実施は本発明
の範囲を超えるものと考えられるべきである。
【０２５８】
　当該技術分野の当業者には明らかに理解されるかもしれないが、説明を簡単かつ短くす
るために、前述のシステム、装置およびユニットの動作プロセスの詳細については、前述
の方法実施形態において対応するプロセスを参照することができ、ここで再び詳細を説明
することはしない。
【０２５９】
　本願で提供されたいくつかの実施形態において、開示されたシステム、装置および方法
は他の方式で実施されてよいと理解されるべきである。例えば、記載の装置実施形態は例
示に過ぎない。例えば、ユニットの分割は論理機能の分割に過ぎず、実際の実施では他の
分割であってよい。例えば、複数のユニットまたはコンポーネントが別のシステムに組合
わせ或いは統合されてよく、或いは一部の特徴が省略されてよく、或いは実行されなくて
よい。また、図示または記載された相互結合または直接的な結合または通信接続は、いく
つかのインターフェースを介して実施されてよい。装置間またはユニット間の間接的な結
合または通信接続は、電気的、機械的またはその他の形式で実施されてよい。
【０２６０】
　個別の構成要素として説明されたユニットは物理的に個別であってもなくてもよく、ユ
ニットとして図示された構成要素は物理的なユニットであってもなくてもよく、１箇所に
位置しても、複数のネットワークユニット上に分散されてもよい。実施形態の構成の目的
を達成するための実際の要件に従って、ユニットの一部または全部が選択されてよい。
【０２６１】
　また、本発明の実施形態の機能ユニットは１つの処理ユニットに統合されてよく、或い
は、各ユニットは物理的に単独で存在してよく、或いは、２以上のユニットが１つのユニ
ットに統合される。
【０２６２】
　機能がソフトウェア機能ユニットの形で実現され、独立した製品として販売または使用
される場合、機能はコンピューター可読記憶媒体に保存されてよい。このような理解に基
づいて、本発明の技術的構成は本質的に、或いは従来技術に貢献する部分、或いは技術的
構成の一部は、ソフトウェア製品の形で実現されてよい。ソフトウェア製品は記憶媒体に
保存され、コンピューター装置（パーソナルコンピューター、サーバーまたはネットワー
ク装置であってよい）またはプロセッサ（processor）に本発明の実施形態で説明された
方法のステップの全部または一部を実行するように命令するいくつかの命令を含む。前述
の記憶媒体はプログラムコードを保存できる媒体であればよく、例えば、ＵＳＢフラッシ
ュドライブ、リムーバブルハードディスク、リード・オンリー・メモリ（ＲＯＭ、Read-O
nly　Memory）、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ、Random　Access　Memory）、磁
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気ディスク、光学ディスク等であってよい。
【０２６３】
　前述の説明は本発明の具体的な実施方式に過ぎず、本発明の保護範囲の限定を目的とし
ていない。当該技術分野の当業者が本発明で開示される技術的範囲で容易に想到し得るい
かなる変形または置換も、本発明の保護範囲に包含されるものとする。したがって、本発
明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に従うものとする。
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